


[image: ]




	
		[image: ]

	

	
		[image: ]

	







デーゲンメイデンEX








田口仙年堂





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　秋葉原のエクスカリバー
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　ＪＲ秋葉原駅のホームを歩く、一人の女性。

　薄うす手でのワンピースに、新緑色のカーディガンを羽織っている。スリムな体型によく似合う長い黒くろ髪かみが揺ゆれるたびに、革かわ靴ぐつの音がホームを叩たたく。何が嬉うれしいのか微笑ほほえんでいるその顔は非常に美しいのだが、悲しいかな、東京の駅のホームでは美女に見とれる人間は少ない。むしろ背景のアニメキャラの看板に注目する若者の方が多いくらいだ。

「おっ」

　彼女が発見したのは、そんなアニメの看板を注視している外国人の男性。

　青い目で二次元の美少女を凝ぎよう視ししている壮そう年ねんの男は、高い背を折り曲げて学術研究でもしているかのように険しい表情。顔半分を覆おおう髭ひげに手を当てているその姿は、美術館で絵画を眺ながめる紳しん士しのようだ。高級そうなスーツにもしわ一つない。

　彼女はその男を見つけると、駆かけ足で近寄る。

「見つけたぞ！」

「おお、そなたは！」

　熊くまのような大男もこちらに気がつくと破顔する。

　彼女は薄い胸を反らして大男を見上げ、満足げに頷うなずいた。

「約束の時間よりも早かったのだな」

「うむ！　日本の電車は非常に正確に動くのだな！」

　今も定刻通りに山手線が到とう着ちやくし、多くの人間が吐はき出されていく。美女と外国人の二人連れが珍めずらしいのか、たまにチラチラと見ていく者もいるが、すぐに階段に消えていった。

　改めて、彼女は大男を見る。

「エクスカリバー殿どので相そう違いないな？」

「いかにも！　我こそは英国の覇は者しや、キング・アーサーの守り手にして偉い大だいなるブリテンの守護者、〝エクスカリバー〟なるぞ」

　大男は握あく手しゆを求める。

　彼女は微笑んで手を伸ばした。

「妾わらわは〝薄うす緑みどり〟。源みなもとの義よし朝ともが息むす子こ、源げん九く郎ろう義よし経つねが刀。今日は〝弁べん慶けい機関〟の特使としてお主らを案内してやろう」

「おお、今日はよろしく頼たのむぞ、ミス・サムライブレード」

　二人──いや、二ふた振ふりの剣けんは秋葉原のホームでがっちりと握手を交かわしたのだった。







「……で、キミが薄緑の〝伝承者テイルキーパー〟かね。想像していたより随ずい分ぶんと小さいな。まだ子供ではないか。本当にキミで間ま違ちがいないのか」

「悪かったですね、ガキで」

　そう言って彼は仏ぶつ頂ちよう面ずらで社員証を見せる。愛想が悪いのは機き嫌げんを損そこねたからではなく、もともとこういう性格なのだ。

「弁慶機関第三課、若わか林ばやし練れん司じです。まだ高校生ですが伝承者テイルキーパーです。今日はエクスカリバーさんとマリアさんをご案内する任務を承うけたまわりました」

「こいつは失礼した！　今日はよろしく頼たのむよ！」

　秋葉原駅の改札を抜ぬけたところで、練司の手をがっちりと握にぎるエクスカリバー。野球のグローブに包まれているような感覚だ。彼にならガキと呼ばれても仕方がない気がする。

　Ｓｕｉｃａの入った定期入れを取り出しながら、練司は周囲を見る。平日とはいえ秋葉原電気街の活気は祭りのようで、頭がクラクラしてくる。

「練司よ、後でおでん缶かんとやらを買うのじゃぞ」

「お前は客じゃねーだろ。メインはイギリスからの客人だぞ」

　横を歩く薄緑にぶっきらぼうに答えつつ、練司はため息をついた。先にエクスカリバーを見つけた方がおごるという約束だったのだ。

「ったく、〝Ｄアーム〟のくせに食い意地はりすぎだろ」

　神話や逸いつ話わの武器が長い年月を経て命を持った特とく殊しゆな武器──Ｄアーム。

　薄緑もその仲間なので、いくら食べても太らない。そのせいか珍しい食べ物を見かけると、とにかく口に入れたがる。ただの物体では味わえない快楽を享きよう受じゆしようとしているのだろうか。数百年の時を経て変へん化げした妖よう怪かいのくせに、こういう欲望は人間そのままだ。

「そのおでん缶とやら、パンフレットで読んだぞ。ワシも是ぜ非ひ食べてみたいのう！」

　喧けん騒そうを楽しむようにエクスカリバーが笑っている。

「ところでマリアはどこへ行った？」

　そう言われて、練司と薄緑は周囲を見た。

　どれだけ優すぐれた武器でも、持ち手がいないと戦えない。Ｄアームを使いこなすには、伝承者テイルキーパーと呼ばれるパートナーが必要だ。薄緑には練司がいるように、エクスカリバーの伝承者テイルキーパーも一いつ緒しよに来ているはずなのだが──

「あ、あの……すいませーん」

　人ごみの中から手が挙がった。

　そちらに行こうとするのだが、人間の密度が高くてうまく進めない。普ふ段だんより多くの人間が集まっている。

「た、助けてください……」

　か細い声で救いを求めるのは、エクスカリバーの伝承者テイルキーパーであるマリア。練司が事前に読んだ資料によると、ロンドン在住の二十歳の女性とのこと。

「すいません、もう一枚いいですか!?」

「フホホ、どこのお店でござるか？　拙せつ者しや必ず行きますぞ！」

「チラシとかないんですか!?」

　その彼女がオタク集団に囲まれて写真を撮とられている。

　それもそのはず、彼女はメイド服に身を包んでいた。しかも日本のメイドではない。ブロンドの長い髪を頭の上でまとめ上げ、細いメガネをかけた彼女は陶とう器きのような肌はだの白人女性。そして長いスカートにエプロンといった、本格的なメイド服。本場のヴィクトリアンスタイルだ。これはオタクではない練司も写真に収めたくなってしまう。

「ハッハッハ！　さっそく大人気だなマリアよ！」

　エクスカリバーは助けるでもなく、その場で笑っている。マリアのピンチと言うより、人気に喜んでいるように見えた。







「助かりました……改めまして、よろしくお願いします練司さん、薄緑さん」

　オタク集団からマリアを救い出し、改めて挨あい拶さつ。

「アキハバラ観光、とても楽しみですわ」

　微笑むマリアに、思わず目を逸そらしてしまう練司。メイド服がこれほど似合う女性はそうそういない。ちなみにこの女性、誰だれかに騙だまされたと言うわけではなく、普段からメイドの格好をしているそうだ。エクスカリバーの傍そばで身の回りの世話をしているらしい。

「ところで、一ついいでしょうか？」

　時計台から歩き出したところで、練司が尋たずねる。

「頼まれておいてアレなんですが、どうして三課の俺が案内を？　護衛でしたら戦せん闘とう専門の一課がいますし、俺はその、まだ未熟な伝承者テイルキーパーです」

　練司はおそらく最後から二番目に弁慶機関に入った新人だ。まだ機関の仕事どころかＤアームそのものについても知らない事が多い。剣の訓練は欠かさないが、達人と呼ぶにはほど遠い。

「ハッハッハ！　謙けん遜そんするな若者よ！」

　エクスカリバーは練司の肩かたに手を置いた。

「キミにはキミにしかできない仕事がある！　それがアキハバラ案内だ！　日本の弁慶機関にはアキハバラに疎うとい者ばかりと聞くが」

　だからといって練司はオタクではない。せいぜい学校の友人に人気のマンガやアニメを教わって読む程度だ。むしろ現代の様々な文化を貪どん欲よくに取り入れようとする薄緑の方が詳くわしいかもしれない。

「第一、ワシに護衛など必要ない。そうだろう？」

　確かに。イギリスどころか世界でも最強と謳うたわれるＤアームであるエクスカリバーを襲おそえる者がいるとするなら、それは自殺志願者くらいだ。

「というわけで、さっそくこの店に入るぞ！　ついてこい！」

　豪ごう快かいに靴を鳴らしてエクスカリバーが入店したのは、マンガ専門ショップ。入口付近には芸術的に平積みされた新刊コミックが並んでおり、壁かべや床ゆかにはアニメやライトノベルのキャラクターのポスターが至る所に貼はられている。

「エクスカリバー殿はオタク趣しゆ味みに興味があるのか？」

　彼に並んで薄緑が店内に入る。手が届くマンガを全すべて目にしては、怪け訝げんな表情をしている。普段、練司が読んでいるマンガとは絵のタッチが違うからだ。

「ほれ薄緑殿、これを見ろ！」

　そう言ってエクスカリバーが手にしたのは、とあるマンガ。剣を持った主人公が表紙のファンタジーものだ。

「このマンガにもワシが登場するのだ！　ワシの知名度がどれほどのものなのか知りたくてのう！　他ほかにワシが出てくる日本の作品を知りたかったのだ！」

「ぬうっ……！」

　知名度と言われて、薄緑は眉まゆをひそめる。エクスカリバーに比べて、薄緑はあまりマンガに登場しないからだ。反面、前の使い手だった源義経はあらゆる作品に出ているが。

「さあ練司クン。他にワシが出ている作品はどれかな？」

「あ、えーと……この作品は、主役の乗っているロボットがエクスカリバーって言って」

「ほほうロボットものか！　それは盲もう点てんだ！　マリア、これを買ってきてくれ！」

　放ほうり投げるようにしてマンガをマリアに渡わたすエクスカリバー。狭せまい店内で彼の大おお柄がらな身体からだとオーバーリアクションは、非常に目立つ。しかし彼はそんな事は気にしない。

「あと、このライトノベルとか……確か『エスカリボルグ』ってエクスカリバーの別名でしたよね？」

「いかにも！　ほほう、こんな形状をしているのか！」

　他にも練司が紹しよう介かいした本を、中身も見ずにマリアに渡していくエクスカリバー。給料をもらっているのだから金の心配はしないが、一いつ軒けん目めでこれだと最終的にどれだけ荷物が増えるのか心配になってきた。これからアニメＤＶＤやゲームも見に行かなくてはならないというのに。

「まぁエクスカリバー様。あちらのコーナーにもあるみたいですよ！」

「っ!?」

　マリアが行こうとしているのは、ボーイズラブ系のコーナー。

「そ、そっちはダメです！　次の店に行きましょう！」

「むう？　しかし、あの本のオビにワシの名前が書いてあったような気が……」

「気のせいです！　さあ、次です！」

　マリアとエクスカリバーの背中を押して、練司は店を出た。

　戦闘がメインではない第三課の仕事とはいえ、今日一日の任務はかなり骨が折れそうだ。練司はこれから待ち受ける苦労を思い、ひっそりとため息をついた。







「キミ！　これとこれとこれと──あとこれだ！　カードで支し払はらおう！　一いつ括かつだ！」

「は、はいっ！　ありがとうございます！」

「あとこのゲーム、この店で買うと特典がついてくるらしいじゃないか。会員でなくてももらえるのかね？」

　ゲーム店であれこれ指図をするエクスカリバーを遠目で見る練司。もはやエクスカリバーに関係なく、彼が気に入ったゲームや同人誌やフィギュアを適当に選んで買っている。Ｄアームにも給料が支払われているとはいえ、大層な浪ろう費ひである。

　スーツ姿の外国人に威い圧あつされるように働いている店員を見て、練司は少し可か哀わい相そうな気持ちになってきた。

「しっかし」

　まるで上司のように店員に指図するエクスカリバーを見て、練司は想おもう。

「二人とも、日本語お上手ですね」

「あら、そうですか？」

　練司の隣となりでマリアがニコニコしている。

「私は子供の頃ころから語学は一通り教わってきました。日本に来るのは初めてですけど、間違っていないか心配だったのですよ」

「間違ってるも何も、まるで日本人みたいに流りゆう暢ちようですよ」

「フフフ、よかったです。これなら会談もうまく行きそうですわね」

　マリアとエクスカリバーが日本に来たのは、秋葉原観光のためだけではない。練司が所属している弁慶機関の総師との会議が待っている。秋葉原に来たのは、あくまでついでだ。少なくとも仕事上は。

「日本語ができるのが、そんなにすごいのかのう？」

　すると練司に反発して、薄緑がむくれる。

「なんだ薄緑。マリアさんに嫉しつ妬としてるのか？」

「バカを言うな練司。バカが露ろ呈ていするぞ」

「なっ……！」

　練司が怒ど鳴なろうとすると、薄緑はそれを遮さえぎった。

　流暢な英語でマリアに話しかけている。それも簡単な挨拶ではなく、練司にもヒアリングできない速さで難しそうな話題を喋しやべっているではないか。

「まぁ薄緑さんも英語が堪たん能のうでいらっしゃる。しかも綺き麗れいなブリティッシュ・イングリッシュですわね」

　マリアがそう評するなら、そうなのだろう。

「フフン、どうじゃ練司。このくらい妾にもできるのじゃぞ」

「くっ……！」

　薄い胸を反らしてドヤ顔をされるが、練司は反論できない。

「そこは練司クンより勝まさっていて当然だろう、薄緑殿」

　買い物を終えたエクスカリバーが、両手に大きな紙かみ袋ぶくろを引っ提さげてきた。

「我々Ｄアームには腐くさるほど時間があるからな。どこぞの組織に属しておらずとも、数百年もあれば外国語くらいヒマ潰つぶしにマスターできる」

　薄緑の元の使い手、源義経が生きていた鎌かま倉くら時代。そこから現代までおよそ七百年。それだけの時間があり、かつ劣れつ化かしない肉体を持っていれば、外国語どころか歴史に名を残す発明だってできそうだ。

「さてさて、練司が外国語を覚えるのは果たして何千年かかるかのう」

　それでもクスクスと笑っている薄緑。

「うっせぇな。そんだけ知識あるなら、現代の常識も学べよ」

「まるで妾に常識がないような言い草じゃな」

「客観的視点を得るのも大切だぜ」

　徐じよ々じよに険悪になっていく二人。互たがいにガンを飛ばし合っている。

「君たちは伝承者テイルキーパーとＤアームなのに仲が悪いのか。珍しいな」

「えっ？」

　心底分からないと言いたげに、エクスカリバーが呟つぶやく。練司も薄緑も思わず彼の方を見てしまった。

「珍しいんですか？」

「そもそも互いの心が通じ合わないと戦えないだろう。日本の弁慶機関には、他にも仲の悪いコンビがいるのかね？」

　そう言われて練司も考え込んでしまう。練司が所属している弁慶機関もそうだが、特に練司の周りの伝承者テイルキーパーは家族や恋こい人びと以上にＤアームと通じ合っている者達ばかりだ。

　伝承者テイルキーパーになるためには、Ｄアームとの契けい約やくが必要だ。互いに認め合い、己おのれを持つに相応ふさわしいと感じたＤアームは自然と契約を結ぶ。中には一方的に人間に惚ほれ込み、強ごう引いんに契約してしまうＤアーム──いわゆる妖よう刀とうという類たぐいだ──もいる。

　練司と薄緑は、目的が一いつ致ちしたから契約した。

　それだけだ。

　他に私情などない。

　ビジネスパートナーとしての契約と同じだ。互いの目的を遂すい行こうするために、互いを利用しているだけなのだ。

　そこに個人的な好みなど必要ない。

　しかし──

「む、練司」

「おう」

　薄緑が目で合図すると、練司は右手を真横に突つき出す。

「う、うわっ！」

　ちょうどそこにフィギュアの箱を抱かかえた店員が倒たおれ込んできて、練司が出した右手に支えられた。バランスを崩くずした店員を見た薄緑が指示したのだ。

「すみません、ありがとうございます！」

「いえいえ」

　何度も礼を言ってフィギュアを棚たなに並べ始める店員に、練司も薄緑も手を振って答える。それが終わった後、

「だいたい常識と言うなら、貴様は服装のセンスから髪かみ型がたまで野や暮ぼったいではないか」

「んなことねーよ！　お前の感性が七百年前なだけだろ！」

　また口論を始める二人。

「キミらは仲が良いのか悪いのか……？」

「熟年夫ふう婦ふのようにも見えますわね」

　首をかしげるエクスカリバーに、マリアが的確な表現で答えた。







　店を巡めぐる度たびに練司は疲ひ弊へいしていったが、他の三人はそれに反比例して元気になっていった。最初はノリ気ではなかった薄緑も、武器のレプリカを売っている店で自分自身が売られているのを見てからは興奮して騒さわぎまくっていた。

「次はおでん缶だ！　妾はおでん缶を食べたいと思っていたのだ！」

「おお、アキハバラ名物だな！　ワシも食べるぞ！」

「その次はメイド喫きつ茶さに参りましょう！　私、一度行ってみたかったのです！」

　意気投合する三人の後ろを、マンガやゲームやアニメＤＶＤなど大量の荷物を持って歩く練司。彼自身、楽しめない事もなかったのだが、あの三人のテンションにはついていけない。

　しかし客人を楽しませるという目的は達成したようだ。エクスカリバーもマリアも秋葉原の町を楽しんでくれている。こんな雑多なオタクの町、イギリスでは絶対に見られないだろう。気に入ってくれたのなら、今日の仕事は大成功だ。

　そう感じていたのも束つかの間ま──

「はーい、そこの外国人さーん。キャンユー、スピーク、ジャパニーズ？」

　馴なれ馴なれしい態度でメイド姿の女性が近づいてきた。しかしこのメイド、髪の毛は金きん髪ぱつに染めており、メイド服もそこらへんのパーティグッズコーナーで買えそうな安物。少なくともマリアと並んで立つと、偽にせ者ものっぽさが際きわ立だつ。

「メイド喫茶はどうッスかー？　お安くしておりますよー？」

　全てのメイドがこうではないと知っているものの、ダルそうな態度や舌っ足らずな喋り方、どれ一つとっても魅み力りよくがない。しかもよく見ればオバサンと呼んでもいい年ねん齢れいではないか。

　明らかにメイド喫茶とは違ちがう場所へ案内されそうな予感がする。

「ほう、ちょうど行こうと思っていたのだ！　なぁマリア！」

「ええ。よろしければ案内していただけませんか？」

「ちょっ……！」

　あっさりと承しよう諾だくしてしまう二人に、練司が飛び出す。

「待ってください、他の店にしましょうよ。なんかヘンですよ」

　エクスカリバーに小声で耳打ちするのだが、

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！」

　何の根こん拠きよもない笑え顔がおで背中を叩たたかれる。

　豪快と言えば聞こえはいいが、単純で何も考えていないだけではないのか。

「おい薄緑！　お前も何か言ってやれよ！」

　と、彼女の手を引いて打だ診しんするものの、

「なんじゃ？　何か不都合でもあるのか？」

「悪い予感がするんだよ。他の店にしようぜ」

「お主の予感などアテにならぬわ。我らＤアームの霊れい的てきな感知能力を侮あなどってもらっては困るぞ」

「霊的な感知能力でメイド喫茶の良し悪あしなんて分かんねーだろ！」

　などと不毛なやり取りをしている間に、エクスカリバーとマリアの姿が遠ざかっていく。あのオバサンメイドに連れられているではないか。

「やばい！」

　もしもヘンな店に入って事件に巻き込まれたら、弁慶機関そのものの信用に関かかわる。身体的な危険はないだろうが、気分を害して帰国などされたら、後で責任を取らされるのは練司だ。

「待ってくれっ！」

　慌あわてて走り出すも、エクスカリバーたちに追いついたのは何の看板も掲かかげられていない雑居ビルに入った後だった。







　霊的な感知能力なんて、全く意味がなかった。

　練司が予想していた光景がそこにはあった。最近、秋葉原にはメイド喫茶が乱立しており、良質な店もあれば反対の店もあるという。特にヤクザが資金稼かせぎのために作ったと言われるボッタクリメイド喫茶などという店もあるそうではないか。

　その店てん舗ぽは、まさにそういう店だった。

　安物のテーブルにパイプ椅い子す、コンクリート打ちっ放しの壁に掃そう除じの行き届いていない薄暗い室内。タバコと酒の臭においが充じゆう満まんしており、店員はメイド服を着たオバサンばかり。しかも接客しない。

　客は当然、練司たち四人だけ。殺風景な室内がさらに空くう虚きよに感じられ、盛り上がる要素は何一つとして存在しない。

　こんなのメイド喫茶じゃない。ただの休きゆう憩けい所だ。そこにメイド服を着たオバサンを配置しただけだ。

「ハッハッハ！　いいぞ！　もっと酒を持ってこい！」

「はいはい、ただいまー！」

　なのにエクスカリバーは上じよう機き嫌げんで酒を飲んでいる。メイド喫茶に入った事がないので、こういうものだと思っているのだ。

　マリアも赤ら顔でビールを飲んでいる。いい大人が昼間からこんなんで良いのかと、練司は別の意味で頭を抱えたくなった。

　そんな陽気な外国人二人を絶好のカモだと思ったのか、ガラの悪い店員も笑顔でウィスキーを運んでくる。

「なぁ、練司よ」

　隣の席でオレンジジュースを飲んでいる薄緑が、ぽつりと呟いた。

「妾わらわが前に行ったメイド喫茶とは随ずい分ぶん違うようだが」

「だから最初にそう言ったじゃねぇか！」

　小声で怒鳴るも、薄緑は大して反省していない。

「つーか薄緑、お前メイド喫茶行った事あるのか？」

「うむ。前に姉上の買い物に付き合わされた時にな」

　彼女が話す姉とは、練司の家に住み着いている居い候そうろうだ。両親が仕事であまり帰らないのをいいことに、練司の家には居候があと二人いる。どちらも伝承者テイルキーパーなので、契約したＤアームを含ふくめればかなりの大所帯だ。

「さて……どうすっかな」

　正直、逃にげ出したい。

　だがエクスカリバーとマリアに状じよう況きようを説明して、理解してもらえるだろうか。すでにメイドたちも彼らの周りで騒ぎ出し、カラになったウィスキーのボトルがあちこちに散乱している。どれだけ飲んだのやら。

　日英の温度差がどんどん広がっていき、やがて二時間が経過した。

　窓の外の空に赤みが差し始める時間。

「おっ、もうこんな時間か！　そろそろ行かねば！」

「すみません、お会計をお願いします」

　無機物なのでどれほど飲んでも酔よわないエクスカリバーはともかく、彼に付き添そって飲んでいたマリアもケロリとしている。

「はーい、お会計こちらになりまーす」

　そして、突き出された伝票を見ても彼らの表情は変わらなかった。

「ふむ、日本円で四百万円か」

「カードでお願いできますか？　あと領収証を」

「待ってください二人ともっ！」

　躊ちゆう躇ちよもせずにサイフを取り出すマリアを、練司の手が止めた。

　やっぱりボッタクリではないか。

　確かにエクスカリバーたちは飲みまくったが、どう考えてもその金額はおかしい。

「ボッタクリですってここ！　払はらう必要ないですよ！」

「ボッタクリ……？　つまり不当に高い金額を払わせようとしているのかね？」

　ようやく事態を理解したエクスカリバー。眉まゆを寄せて店内を見回す。

　伝票を差し出した店員もエクスカリバーたちの勘かんの悪さにクスクスと笑い出す。嘲ちよう笑しようが店内に伝染すると、練司も焦あせりより怒いかりの感情が沸いてきた。

「ま、代金は代金なんで。よろしくお願いしますよ」

　途と端たんにくだけた口調になる店員。練司を小こ馬ば鹿かにしたように睨ねめ上げる。

「フフン。そうかそうか。日本にもこういう輩やからはいるのだな」

　エクスカリバーの笑い方が変わった。

　先ほどとは違い、オモチャを前にした子供のような遊び心に満ちた笑みだ。

「断ったら、どうするつもりじゃ？」

　薄緑が前に出て、上から目線で店員を見る。

「さて、どうなるんでしょうねぇ……」

　店員はヘラヘラと笑ったまま。

　その間に、別の扉とびらから複数の男たちが出てきた。制服を着てはいるが、だらしなく着崩したチンピラたちだ。こちらが四人で、うち女が二人なのを考こう慮りよしたのだろう、十人くらいの男たちがゾロゾロと練司たちを囲みだした。

「あー……申し訳ないエクスカリバーさん」

　練司は素す直なおに頭を下げた。

「日本に来て不快な思いをさせてしまって、申し訳ないです」

「何を言うか練司クン。キミは何度も警告してくれたじゃないか」

　エクスカリバーが歯を見せて笑った。

「それに──楽しいのは、これからじゃないか」

「やっぱり、そうなりますか」

　苦笑する練司。

「あぁ!?　てめぇら、何言ってん──」

　チンピラが練司に顔を近づける。

　それがきっかけだった。

「っ！」

　練司は床ゆかを蹴けり、跳ちょう躍やくする。

　天てん井じようの高さまで。

「な、なぁっ!?」

　その場にいた十人のチンピラが、全員上を向いた。二メートル以上の高さを助走なしで跳とんだ練司に誰だれもが釘くぎ付づけになる。

　そのタイミングで、薄緑は地を駆かけた。

「ほっ！」

　ブレイクダンスをするかのように、回転する足払い。上に気を取られていたチンピラが二名、薄緑の長くて細い足に引っかけられて転んだ。

　もちろん跳躍した練司も、近くにいた男の顔面を蹴り飛ばす。吹ふき飛んだ男が数名を巻き添えにして壁かべに激げき突とつする。

　この間、たった五秒に満たない。

　残った男たちは何が起きたのか、誰を相手にしているのか、これからどうするのか、それらを考える事などできず、我に返ると同時にいつもの行動を取るだけだった。

　別に練司は平和主義者ではない。

　降りかかる火の粉があれば、全力で打ち払うだけだ。

「──の野や郎ろうっ！」

　チンピラの一人がテーブルでビール瓶びんを割り、武器にして走り出した。薄緑の方が近かったが、女を刺さすのは抵てい抗こうがあったのか、練司に向かって突とつ撃げきする。

　が、練司は涼すずしい顔で床を蹴る。

　そしてチンピラが持っていたビール瓶の上に足を乗せた。

「……は？」

　鋭えい利りなビール瓶の先せん端たんに、まるで紙のように乗っている練司。

　これもＤアームと契約した伝承者テイルキーパーの特とく殊しゆ能力。薄緑が持っている固有の能力が練司の体重を軽くしているのだ。

　人間離れした跳躍力、バランス感覚、超ちようスピード。それらは薄緑に関する伝説の通り。Ｄアームの霊的な力が伝承者テイルキーパーにも受け継つがれているのである。

「ほほう、これが『テングのカルワザ』というものか！　アニメのようで楽しいな！」

　アトラクションを見るような感覚で拍はく手しゆしているエクスカリバー。

　薄緑の能力は「天てん狗ぐの軽かわ業るざ」だけではないのだが、一いつ般ぱん人じん相手にそこまでする必要はない。せいぜい格かく闘とう技ぎに近い動きでブチのめしてやれば、達人にやられたと錯さつ覚かくしてくれると思ったのだ。

　が、相手も実戦慣れしているようで、気持ちの切り替かえが早い者もいる。

「そこまでにしとけ、ガキ」

　ドスの効きいた低い声に振ふり返ると、スーツを着た壮そう年ねんの男が立っていた。

　余よ裕ゆうがある理由は一つ、その手の中にある拳けん銃じゆう。

「……それ、本物？」

「さぁな」

　練司の質問を軽くかわす男。どうやら彼は正真正しよう銘めいのヤクザに見える。

「これが本物だった色々犯罪だわな。けど、こっちはどうだ？」

　彼の両りよう隣どなりにいる男二人が取り出したのは、発射式スタンガン。電極を相手の身体からだに打ち込んで痺しびれさせるタイプの奴やつだ。秋葉原には護身用グッズの店もあるが、まさかそこで買ったのだろうか。

「暴れた罰ばつだ。ちょっと痛い目みてもらおうか」

　ヤクザの目は勝利を確信している。

　あのスタンガンはともかく、銃は少しだけ厄やつ介かいだ。「軽業」の能力で避さけられない事もないが、流れ弾だまがチンピラの誰かに当たったら事件になる。

　となれば──銃を始末するしかない。

　練司は床を蹴り、囲まれそうになっている薄緑の下もとへ走る。

「やるのか、練司？」

　薄緑はワクワクしながら訊きいてくる。この瞬しゆん間かんを待っていたように。

　練司は小さくため息をつくと、彼女に右手を差し出した。

　淑しゆく女じよを誘いざなうように、恭うやうやしい手つきで──




「踊おどろうぜ、薄緑」

「──喜んで」




　薄緑が練司の手に触ふれた瞬間、世界が輝かがやいた。

　細い肢し体たいが光に包まれたかと思うと、練司の手の中に収まる。

　光が消えた頃ころには、薄緑は姿を変えていた。

　──一振りの太た刀ちに。

　これがＤアームの真の姿。

　伝説になるほど人を殺あやめた、純然たる武器。

　斬きった人間の怨おん念ねん、志半ばで倒たおれた仲間の想おもい、世間を飛び交かう噂うわさが作り出した念、その他もろもろが積み重なって人の姿に化ける霊力を持った剣けん。

「殺すなよ！」

『言われんでも！』

　練司は鞘さやから薄緑を抜ぬき放ち、その場で斬った。

「──へ？」

　十メートルほど離れていたヤクザの銃が、真っ二つになって落ちる。

　薄緑の刀身は一般的な鎌倉太刀と大差はない。しかし彼女の刀身から伸のびるオーラ──剣気が彼ひ我がの差をゼロにしたのである。

　練司の一振りは銃だけでなく、ヤクザの両隣にいた部下のスタンガンまで両断した。武器だけを狙ねらって斬ったのは薄緑の能力ではなく、訓練で鍛きたえた練司の技術だ。

「こ、こいつ！　どこにヤッパ隠かくしてやがった!?」

　刃は物ものを取り出した事で、チンピラたちの態度も変わった。彼らには練司が手品か何かで日本刀を取り出したように見えるらしい。人が剣に変身しました、と言っても信じないだろうが。

「てめぇっ！」

　ヤケになったのか、ビール瓶を割らずにそのまま投とう擲てきするチンピラ。しかし練司が手を振ると、瓶は斬られずにそのまま刀の峰みねに乗ったまま静止している。

「ほらよっ！」

　刀に乗ったビール瓶を投げ返す。投げたチンピラの頭に命中して、昏こん倒とうした。

「なんだ？　なんなんだコイツ!?」

　相手の身になって考えれば、どれほど奇き妙みような状況か分かる。外国人とガキがいつものようにカモになってくれたかと思えば、突然飛び跳はねて仲間をなぎ倒したあげく、どこからともなく日本刀を取り出す。

「わかんねぇ、とにかくやっちまえ！」

「それよりも女だ！　女を捕つかまえろ！」

「って、アレ!?　女はどこいった？」

　彼らには薄緑が消えたように見えるらしい。人間が日本刀に変身したと口で説明しても理解できないだろうが、実際に目まの当たりにしても同じだろう。

「いたぞ！　女だ！」

　チンピラが見ているのは、マリア。

　先ほどから静かに椅い子すに腰こし掛かけたままだ。

「マリアさん！」

　練司が動く。マリアに押し寄せる男たちを背後から蹴り飛ばし、その反動で空中に浮うかび上がる。また全員が練司に注目するが、その足は止まらない。

　そして動かないのは、マリアの側そばにいたエクスカリバーも同じだった。

「おいマリア。そろそろワシたちもやるぞ」

　エクスカリバーが楽しそうに腕うでをまくる。正直、彼には出て欲しくないと思う練司。世界屈くつ指しのＤアームである彼が力を出せば、敵がどうなるか分からないからだ。

　と、思っていたのだが──

「はい～…………ウフフ」

「……マリア？」

　エクスカリバーが心配そうにマリアの顔を見る。

　練司も遠目からハッキリ見えたのだが、マリアの顔がやけに赤い。

　彼女の周りにはウィスキーの瓶がいくつも転がっている。

「マリア？　その、ちと飲み過ぎではないか？」

「そんな事はございませんよ？　戦うのですね、エクスカリバー様？」

「おいマリア、ワシはこっちだ」

　店の柱に向かって微笑ほほえんでいるマリアの肩かたに手を置くエクスカリバー。

「やはりやめておこう。ここは練司クンと薄緑殿どのに任せてだな」

「そうはいきませんわ。売られたケンカは買うのがハウスキーパーの務めです」

「キミはハウスキーパーではなくテイルキーパーだろう」

「さあ、エクスカリバー様。お手をどうぞ」

　話を聞かないマリアに困こん惑わくしている、世界最強の剣。もはや問答無用といった風で、マリアはフラつく足取りで立ち上がると、エクスカリバーの腕を摑つかんだ。

「……仕方ない」

　エクスカリバーは渋しぶ々しぶ頷うなずくと、その身を輝かせる。

　一瞬後、マリアの手には一振りの長剣が握にぎられていた。

　鞘に黄金の装そう飾しよくがある以外は、質素な剣だ。しかしまっすぐに伸びた刃から発せられる剣気は見る者を威い圧あつする王者の風格が漂ただよっている。

　アーサー王伝説に登場する、石に刺ささった剣。その剣を抜いた者には王の資格があるとされ、これを巡めぐって多くの悲喜劇が生まれた。

　その鞘は妖よう精せいの加護を受け、持つ者の傷を治す力があると言う。

　練司がマリアを心配しなかった理由は、それだ。エクスカリバーの強力な力でもある「超回復」の特殊能力を持ったマリアを殺せる人間など、おそらくこの世には存在しない。

　しかし、今のマリアはと言うと──

「あらら……おかしいですわ」

『おいマリア！　しっかりしろ！』

　手にしたエクスカリバーから、膨ぼう大だいな量の剣気が溢あふれている。

　薄緑のようなまっすぐな剣気ではなく、刀身を中心とした円柱のような大きくて太い剣気がどんどん伸びている。

「な、なんだぁっ!?」

　異変に気づいたのか、チンピラたちもマリアから離はなれている。そりゃそうだ。剣気が伸びるたびに周囲のテーブルや椅子が破は壊かいされているのだから。

　そう、Ｄアームにはそういう側面もある。使い方を間ま違ちがえると世界を破は滅めつさせるだけの力を持っている。力が強大ならば、手にしただけで建物が破壊されてしまうのだ。

「ちょ、ちょっとマリアさん!?」

　練司も止めようとするのだが、もう遅おそい。

「では……いきますわよ」

「いや、いかなくていいです！　それしまってください！」

　すでにエクスカリバーの剣気は二十メートル以上の長さになっており、壁をブチ破って外に飛び出しているではないか。

「え～いっ」

　マリアはそれを持ち上げ、高く掲かかげた。

　二十メートルの剣気が上に伸び、雑居ビルの上の階から悲鳴が聞こえた。天井がメキメキと音を立て、直線上に破壊されている。

　チンピラたちには原理など分からない。

　だけど、これだけは分かる。

「や、やばい！」

「逃にげろ！　なんか知らねーけど、逃げろぉっ！」

　出口に殺さつ到とうするチンピラたち。

「逃がしませんわよ～」
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　マリアは天使のような笑顔でエクスカリバーを構え──

「あらっ」

　そしてスッ転んだ。







「不可抗こう力りよくです！」

　東京某ぼう所しよにある、弁慶機関本部。表向きはベンケイ警備保障という会社の看板を掲げており、練司はそこのアルバイト待たい遇ぐうになっている。

「不可抗力……ねぇ」

　練司の報告を聞いてため息をついたのは、弁慶機関第三課の課長、つまり練司の上司だ。壮年の優やさ男おとこは報告書に目を通しつつ、険しい顔のまま。

「いやね、秋葉原でヤクザが経営してる偽にせメイド喫きつ茶さに連れてかれたのは分かるよ？　そこでチンピラに絡からまれて、マリアさんやエクスカリバーさんを助けるために練司が出たのもいいよ？　キミの能力は対人戦に向いてるしね」

「はぁ」

「で、どうして雑居ビルが一いつ棟とう丸ごと両断されるわけ？」

「ですから不可抗力なんですってば！　マリアさんが転んだせいで！」

「ほんっと大変だったんだよあの後。中の連中は全員薬物中毒から来る幻げん覚かくを見たって事で処理するけど、ビルの破壊はどうしようもないよ？　もともと消防法とか違い反はんしてたビルだから、そっちの線でごまかせるけどさ」

　練司がどれだけ力説しても、課長は疲つかれた顔で責めるのをやめない。

「おい薄緑もなんか言ってやれよ！」

　隣で天井を見上げているパートナーを小こ突づいても、

「結局、おでん缶かんは食べ損そこねたのぅ……土産みやげも買ってやれなんだ」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやいている。

　もはや練司も弁解するのをやめ、おとなしく課長の小言を延々と聞き続ける事にした。

「……ま、でも」

　長い説教の後、少しだけ優しい声で課長はこう言った。

「先方はとっても満足してたよ。会談もキレイにまとまったし、次に日本に来る事があったら、また練司と薄緑に案内を頼たのみたいってさ。当初の目標は達したわけだよ」

「……そうですか」

　あんな案内で満足してくれたのか。案内に関して言えばダメダメだった気がするのだが。まだ紹しよう介かいしていない楽しい店があったのに。

　だけど、日本を嫌きらいにならないでくれてよかった。

　次はもっと日本を好きになってもらおう。

「あ、それから練司」

　課長がデスクに肘ひじを乗せると、笑顔でこう締しめくくった。

「明日までに始末書、よろしくね」

「……はい」

　この世で最強の力──Ｄアームを自在に操あやつる伝承者テイルキーパーといえども、こればっかりは避さけられない運命だった。





おわり


















２　築地市場のトライデント
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「ふぁ……ねむ……」

　あくびを嚙かみ殺ころして、若わか林ばやし練れん司じは息を吸った。

　早朝の爽さわやかな空気に混じって、磯いその香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　携けい帯たい電話の時計を見ると、まだ早朝四時。

　それなのに周囲は人でごった返している。主に年配のおじさんが多く、その中に混じって若者や外国人観光客もいる。

「すいません練司さん、お待たせしました！」

　小こ柄がらな少女が一人、練司の元に走ってきた。睡すい眠みん時間は同じくらいなのに、彼女は元気そうである。短い髪かみに丸い目を見ていると、どこまでも全力で走るリスを思わせる。高校生の練司でも、その若さが欲ほしくなるほどだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、糸いと？　眠ねむいなら車で寝ねててもいいんだぞ？」

「いえっ、私も行きます！　ちゃんとお給料もらってますし、楽しそうですから！」

　彼女、島しま原ばら糸は眠気を補ってあまりある好こう奇き心しんで目を輝かがやかせていた。

　まだ中学生とはいえ、糸も同じ仕事の仲間としてよく働いてくれている。こんな早朝の任務でも文句一つ言わずについてきてくれて本当にありがたい。

　だが練司たちが所属する弁べん慶けい機関では、いかなる時も油断は許されない。常在戦場の心構えで日々を過ごさなければならないのだ。

「さて、と」

　練司たちが立っている場所は、新しん橋ばし大通り。朝日新聞本社の建物と、国立がんセンターを隔へだてた向かい側。

　東京中央卸おろし売うり市し場じようの一つである、築つき地じ市し場じようの正門前である。

「ふぁー……大きいですねぇ」

「東京ドーム約五個分の広さだそうだ」

　ちょっとしたテーマパーク並みの面積だが、大型トラックが群れをなして通り過ぎるこの正門は、堅けん牢ろうな要よう塞さいの入り口にも見える。

　この広い市場から、ターゲットを見つけなければならない。

「練司さん。見学するには受付しないといけないみたいです」

　築地市場のガイドブックを見ている糸。歩きながら読んでいたから遅おくれたのか。

「いや、それは競せりの見学な。中を見るのは別に誰だれでも構わないんだ」

「詳くわしいですね。来た事あるんですか？」

「いや、アイツが調べてた」

　練司が指さすのは、後ろ。

「ほれ、キリキリ歩け！　誰だれのためにここまで来たと思っておるのじゃ！」

　背の高い外国人男性の尻しりを蹴け飛とばしているのは、練司のパートナー。

　薄うす緑みどりという名の──日本刀だ。

　長い年月を経て、特とく殊しゆな力を持った武器、「Ｄアーム」は人間に変身する事ができる。薄緑は美しい女性の姿で、その綺き麗れいな足で男の尻をひたすら蹴飛ばしていた。

「オゥ！　やめてくれスィニョリーナ！　もうしない！　もうしないから許しておくれ！」

「黙だまらんか！　いいから歩け、このクズ男が！」

　早朝から激げき怒どしている薄緑。ほんのり淡あわく光る長い髪を振ふり乱し、大きな目をつり上げて叫さけんでいる。

　その薄緑に蹴り飛ばされつつ歩いてくるのが、今回の依い頼らい人にん。はるばるイタリアからやってきた客人。ウェーブのかかった長ちよう髪はつに、高い鼻。おそらく蹴られていなければ美青年なのだろう。

　彼も練司や糸と同じＤアーム使い。またの名を「伝承者テイルキーパー」と呼ぶ。

「た、助けてくれレンジ！　日本の女性はマンマより怖こわい！」

「……バルトロメオさん。日本には自じ業ごう自じ得とくという言葉があるんです」

　この男、バルトロメオは、練司たちが自己紹しよう介かいして五秒も経たたないうちに薄緑を口説こうとしたのである。

　彼のために築地市場を案内する事が、今日の依頼だった。







　目指すは卸売市場。市場のメインである、競りが行われる場所だ。

　だというのに、移動に十分以上もかかってしまった。卸売市場まで行くためには、実は正門は最も遠い門だと知ったのは後になってからだ。

　しかし、着いてしまえば分かりやすい。

　簀すの子この上にズラリと並んだ、ナンバーが書かれたマグロ。それをさも軽々と運ぶ職員。マグロの品定めをする業者に、そんな人たちを眺ながめる大勢の見学者。

　練司たちはそのどれでもなかった。

「あの、すいません」

　練司は近くにいた男に話しかけた。正直、そのおじさんが市場の職員なのか卸売業者なのか区別がつかなかったが、もし違ちがっていたら別の人を探すだけだった。

「こちらの職員さんですか？」

「ああ、そうだけど。見学者？」

「いえ、違います。ベンケイ警備保障の者です」

　そう言って練司は社員証を見せる。弁慶機関の伝承者テイルキーパーは全員、警備会社の社員という表の肩かた書がきをもらうのだ。

「植うえ木きさんって人に話が行ってると思うんですけど、俺たち人を探していて──」

「えっ、植木さん？　あの人、昨日からカゼひいて休みだよ？」

「ええっ!?」

　そんな話は聞いていない。卸売市場の案内をしてくれる職員に話が通っているのではなかったのか。

「植木さんから誰かに引き継つぎされてるって言う話は──」

「うーん、悪いけど分かんないなぁ。日を改めてもらえない？」

　職員も悪意があって突つっぱねているわけではないだろう。警備会社の人間がやってくるなど、彼にとっても青天の霹へき靂れきだったはずだ。

　その時、チリンチリンと鐘かねが鳴った。

「ウェーイ！　じゃあ１番！　はいドーゾー！」

「ハイ、サンゴー、サンゴー、サンロク、サンナナ、はいサンナナオーケー！」

「はい12番！　ニーゼロから！」

「ゴーナナ、ゴーナナ？　オーケー、次、23番！」

　かろうじて聞き取れる数字と、それに合わせて手でサインをする業者たち。あれで取引が行われているのだろうが、練司には何を言っているのかほとんど分からない。しかもどうやら十秒以内に取引が成立しているようだ。

　鳴り響ひびく鐘の音と、それに負けじと声を張り上げる業者たち。

「な、なんだか燃えてきましたよ！」

　糸が張りきっているが、別に今日は競りに来た訳ではない。

「すみません、あの中に探している人がいるはずなんですが」

「って言われても……どれ？　どの人？」

　職員も困ったように人だかりを眺めている。ほとんどの人間が帽ぼう子しに作業着という同じルックスのため、区別がつかないのだ。

「お願いします！　きっといるんです！　探させてクダサイ！」

「あっ、ちょっとアンタ！　ダメだよ見学者は線の内側で！」

　するとバルトロメオが職員の脇わきをすり抜ぬけて競りの会場まで走ろうとするのだが、案の定、他の職員に捕つかまってしまう。

「離はなしてクダサイ！　ワタシは行かなければナラナイ！」

「こら、暴れるな！　邪じや魔まなんだよ！」

「お願いします！　お願いします！」

　二人がかりで捕まえている職員を振りほどこうとするバルトロメオ。外国人が大声を上げながら暴れている姿は、業者や見学者の目も惹ひく。

「ちょっとバルトロメオさん！　やめてください！」

　練司も職員側に味方するのだが、さすが伝テイル承者キーパー、鍛きたえているのかビクともしない。

　職員たちは困った顔をしながら、ある提案をする。

「困ったな……おい、トラさん呼んできて」

「ああ、分かった」

　片方の職員が、人だかりの中に消えていく。おおかた責任者など、揉もめ事ごとを解決する人を呼んでくるのだろう。

「トラさん？」

　そのあだ名に、練司が眉まゆをひそめる。

「ああ、何か問題があったらトラさんに頼たのむのが一番だ。アンタたち、トラさんの前ではおとなしくしといた方がいいよ」

「こ、怖い人なんですか？」

　練司の服を摑つかむ糸。

「怖いなんてもんじゃない。この市場の守り神的な存在だよ」

　胸を反らして自じ慢まんする職員のおじさん。

　件くだんのトラさんとやらは、三十秒もしないうちにやってきた。

「おうおうおうおう、どこのどいつだ市場を荒あらしてるってぇ野や郎ろうは！」

　若い長身の男。ツンツンの髪の毛と野性的な顔が印象的だ。褐かつ色しよくの肌はだに、東アジア系の彫ほりの深い顔。顔だけならかなりの美青年だが、他ほかは職員や業者のような防水エプロンに長なが靴ぐつという魚屋のユニフォームだ。

「テメェか！　この野郎！」

「はうっ！」

　その男は暴れているバルトロメオを見つけると、有う無むも言わさず蹴りを入れた。真横から蹴られたバルトロメオは転がりつつ、マグロのように床ゆかを滑すべる。

「あん？　オメーラは……！」

　そして彼がこちらを向くと、その表情が変わった。

「まさかオメーラ、弁慶機関か？」

「いかにも」

　薄緑が前に出て、少ない胸を張る。

「妾わらわは源げん九く郎ろう義よし経つねが刀、〝薄緑〟じゃ。そなたもＤアームじゃな？」

「お、俺は……！」

　彼が口ごもっていると、蹴飛ばされたバルトロメオが復活した。

「うおおおおおおん！」

　ラグビーのタックルのように抱だきついてくるバルトロメオ。長年の友を見つけた彼は、子供のように噎むせび泣ないていた。

「ようやく見つけたよ、〝トライデント〟！」







　トライデント。

　三つの牙きばという意味の、その名の通り三みつ叉またの槍やりである。ミサイルの名前にも使われるほどポピュラーで、三つ叉の槍すべてを指してトライデントと呼ばれるようになった。

　元はギリシャ神話の神であるポセイドンが用いた武器だ。ポセイドンに似た海神は世界中で伝えられているが、そのどれもがトライデントを持っていた。そしてどの神話でもトライデントが地面を突き刺さした事によって、泉が湧わき出たと言われている。

　海を司つかさどる神の武器のトライデントが魚を扱あつかう市場を好むというのは、理解はできる。

　ただイタリアにいたのに、わざわざ日本の築地市場にやってきて姿を隠かくすのは別の事情があるのだろう。

「まさか日本の弁慶機関と手を組んで捕まえに来るたぁ、俺もそこそこ名の知られた槍ってぇことかねぇ？」

　そう語るトライデントは、市場の一角にある鮮せん魚ぎよ店の軒のき先さきでマグロの腹を切り開いていた。Ｄアームのくせにマグロ包丁を使っている。

「確かにお主は有名じゃが、日本にいるＤアームで弁慶機関に探せぬ者はおらぬぞ」

　自分で探したわけでもないのに、偉えらそうな薄緑。しかし弁慶機関の調査能力は大したものだ。だからこそバルトロメオも頼たよってきたのだから。

「にしても若ぇな、兄あんちゃんたち。そっちのお嬢じようさんなんて子供じゃねーか」

「子供でも、伝承者テイルキーパーですっ！」

　ナメられた気がしたのだろう、頰ほおを膨ふくらませる糸。

「ハッハッハ、悪かったな！　ほれ、これでも食え！」

　そう言ってトライデントが渡わたすのは、手のひらサイズのマグロの切り身。それと醬しよう油ゆのビンと小皿。直接食べろと言うのだ。しかし糸は物もの怖おじせず、大きな切り身を食べた。

「あっ、おいしい！」

「おう、そうだろ！　高級な寿す司し屋やだと、今ので千円はするぜ！」

「せんっ……！」

　値段を聞いて、糸の咀そ嚼しやくが止まった。
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「で、兄ちゃんは何者だ？　弁慶機関はガキばっかってわけじゃあるめーし」

「それはレンジが東京案内のスペシャリストだからだ！」

　何な故ぜか誇ほこらしげに語るバルトロメオ。

「いつそんな話になったんですか!?」

「ボクはインドで聞いたよ。弁慶機関にはとても東京案内が上う手まい若者がいるって。アキハバラを紹介したとか言ってたな」

　こないだのエクスカリバーの件か。しかし練司が東京案内をしたのはその一件だけだ。イギリス支部のＤアームを案内して、それがどう巡めぐってインド支部からイタリア支部の男に話が行ったのだろうか。

「この分だと、世界中から案内を求められそうじゃな。よかったではないか練司。人様に誇れるものができたぞ」

「嬉うれしくねぇよ！」

　薄緑に怒ど鳴なる練司だが、彼の仕事内容と照らし合わせると非常に有益だったりする。練司たちが所属している弁慶機関第三課は、基本的に人ひと捜さがしや護衛がメインの仕事だからだ。

「だけど兄ちゃん、築地は初めてだろ？」

「まぁ、そりゃあ……」

　不慣れなのはガイドブックを持っている事からも明らかだ。

「俺にとっちゃ庭みてーなもんだから、案内してやってもいいんだが……」

　トライデントはマグロ包丁を肩に担かつぐと、ある人物を睨にらみ付つける。

「そいつぁ、この男をイタリアに帰してからだ。俺はバルトロメオとはもう縁えんを切ったんだ」

「そんなっ！」

　悲痛な顔のバルトロメオ。

「そうは言っても、こっちも仕事なんだよ。バルトロメオさんとアンタを引き合わせて、二人まとめてイタリアに帰ってもらうように、弁慶機関として正式に依頼を受けたんだ」

「そいつはお前らが勝手に受けた仕事だろ？　俺には関係ねぇよ」

　マグロ包丁を拭ふきつつ、適当に答えるトライデント。

　関係ないと言えば、練司たちにも関係がない。こんな痴ち話わゲンカのような案件なら、正直、このまま築地観光でもして帰ってしまいたい気分だ。だが給料をもらっている身としては、投げ出すわけにはいかない。

「それに、この市場の連中はどうなる？　俺がいねぇと揉め事ばっかり起こす、血の気の多い奴やつらが揃そろってんだ」

「ボクだってキミがいないと困る！　仕事ができないからね！」

「ケッ。ヘタレのお守もりをする気はねーよ」

　軽口に怒おこったバルトロメオが、トライデントを睨む。

「もしやキミはまだあの時の事を気にしているのか！　なんて了りよう見けんの狭せまい男だ！」

「あぁん？　テメェの弱さを棚たなに上げて俺を責めるのか！　もとはと言えば、テメェの弱さが招いた事態だろ！」

「あれは……仕方がなかったんだ！」

　悔くやしそうに歯は嚙がみするバルトロメオ。

　彼らの間に、いったい何があったのか。

「ケッ。そんな弱さも克こく服ふくできねぇ伝承者テイルキーパーなんざ、生きる価値もねぇ。もう俺を止めるものは何もねぇ。お前と違ちがって、俺は前に進むんだ」

「トライデント！」

「話は終わりだバルトロメオ。とっとと帰って女のケツでも追い回してやがれ！」

　マグロ包丁を振ふり回す姿に、バルトロメオだけでなく周囲の見物客まで下がる。マグロを囲んでの外国人とＤアームのケンカが珍めずらしいのか、気がつけばかなりの数の人が集まっていたようだ。

「いくらボクが弱かろうと、逃にげたのはキミだろうが！」

「何だと……？　俺が逃げただぁ？」

　トライデントの額に青筋が走る。

「上等だコラ。テメェに臆おく病びよう者扱いされるたぁ、思ってもみなかったぜ」

　包丁をマグロの胴どう体たいに突き刺し、トライデントが腕うでをまくった。

「図星をつかれたかい？」

　バルトロメオも上着を脱ぬいで、シャツの襟えりを緩ゆるめる。

「ちょっ、ちょっと二人とも！」

　練司が止めようとするが、もう遅おそい。

「後こう悔かいすんなよバルトロメオォォォッ！」

　トライデントが地面を思いっきり踏ふみしめる。

　すると床ゆかが割れ、水が噴ふき出した。伝承の通り、トライデントは水を操あやつるＤアームなのだ。

　さらに噴ふん水すいのようにあふれ出る水は周囲の魚に降り注ぐ。なんと、死んでいるはずのその魚たちが、ビチビチと跳はね回っているではないか。死者を生き返らせたのではなく、魚の身体からだを操っているようだ。

「ブッ殺してやるぁぁぁぁ！」

　トライデントの周囲に、死んだ魚が浮うかび上がる。それと水の粒りゆう子しが渦うずを巻いてバリアのように広がった。その水が一所に集まると、ボール状の水がバルトロメオの顔面に命中した。

「ぶぉぉぉっ！」

　派手に吹ふき飛び、魚のケースに激げき突とつするバルトロメオ。

「なんだっ、地じ盤ばん沈ちん下かか!?」

「水が漏もれてる！　危ないぞ！」

　周囲の人たちから悲鳴が上がる。蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す彼らを追いかけ、溢あふれだした水が流れてゆく。

　築地市場は隅すみ田だ川に面しているため、水の事故も付きものだ。それを真っ先に察した職員が客と一いつ緒しよに逃げ出す。

　だが練司達はそれを見物している場合ではない。

「おいトライデント！　市場で暴れてどうするんだよ！　ここにいたいんじゃないのか!?」

「るせぇ！　売られたケンカは買うのが常識だ！」

　短気なのは分かっていたが、それで強力な力を持っていたら手がつけられない。人間と違い、Ｄアームがキレたら建物や人命に被ひ害がいが出る可能性が高いのだ。

　それを止めるのも、弁慶機関の仕事のうち。

「薄緑！」

「やれやれ……ちとやりすぎじゃな」

　練司が差し出した手を、薄緑が握にぎった。

　すると薄緑の全身が光り、一いつ瞬しゆん後ごには一振りの刀になって練司の手の中に収まっていた。

　人の姿と武器の姿を行き来する存在、それがＤアームという代しろ物ものだ。

「うおおおおおっ！」

　手加減しつつ、練司はトライデントに斬きりかかった。若いと言っても弁慶機関の伝承者テイルキーパー、訓練はきちんと受けている。

「なんだぁ、オメーもやるってのかぁ！」

　トライデントが床を踏むと、また水が噴き出した。その水が触手のようにうねり、薄緑に巻き付く。

『な、なんじゃこの水は!?』

　水を纏まとった刃は物ものは、ゴムのようにトライデントの腕に弾はじかれてしまった。切れ味が完全になくなってしまっている。もはやただの重い鉄である。

『かまわん練司！　叩たたき潰つぶせ！』

「おらぁあああっ！」

　もう一度練司は振りかぶり、全身の体重をかけて薄緑を振り下ろした。水によって増した重量が、トライデントを上から殴なぐる。

「ぐっ……おおおおっ！」

　両手で受けたトライデントだが、刀の重みに耐たえきれずに倒たおれた。噴出した水に顔を打ち付け、水しぶきをあげる。

「落ち着くんだ、トライデント！　ここで暴れたら、周りの人がどうなるか分かってるのか!?」

「っせぇ！　ここで下がったら、市場の用心棒の名が廃すたるってモンだ！」

　水から顔を上げ、口の中に入った小魚を吐はき出すトライデント。

「この……頑がん固こ者もの！」

「おうよ、こちとら江え戸どっ子だ！　頑固上等！」

「お前ギリシャ神話のＤアームだろうが！」

「江戸の海もギリシャの海も繫つながってんだ！　海があるところなら、どこでも俺の故郷なんだよ！」

　意味不明な理論で叫さけぶトライデント。濡ぬれた髪かみの毛に触ふれ、逆立てる。天をつくように立っている髪の毛は、まさに槍のようだった。

「悪いがトライデント。俺も弁慶機関の使い手だ。罪もない人に迷めい惑わくをかけるＤアームは容よう赦しやしない。これ以上暴れるようなら──仕事として処理するぞ」

　練司は刀を構える。

　Ｄアームを悪用する輩やからを処断するのが、本来の仕事。放ほうっておけば核兵器に匹ひつ敵てきする危険な武器は野放しにできないのだ。

「やれるもんならやってみやがれ、弁慶のヒヨッ子！」

　トライデントがさらに床を叩く。噴き出した水はもはや滝たきのような勢いで周囲の魚屋ものみ込み、並べてあった魚たちがごちゃ混ぜになっていく。

「オラァァァァァッ！」

　トライデントが手を振ると、その魚が一いつ斉せいに練司に襲おそいかかった。弾だん丸がんのような魚の死体は、一つ一つは大したことのない重量だが、数が尋じん常じようではない。

「くっ！」

　さらに小魚ならともかく、大きな魚は脅きよう威いとなる。練司の眼前に飛んできたホッケのエラが顔を掠かすめると、わずかながら切り傷ができた。

　それでもトライデントに一いち撃げきを食くらわせようと前に進むが、

「うわぁああああああっ！」

　先さき程ほど切っていたマグロが一匹ぴき丸ごと練司に向かってきた。内臓を抜ぬかれていても、重量にして百キロ以上ある塊かたまりだ。それ自体が鈍どん器きとなる。

『フッ。妾に任せよ！』

　薄緑の言うとおり、彼女の動きに合わせて剣を振るう。

　バシッ、と硬かたい手て応ごたえがしたと思ったら、飛来したマグロが縦に割さかれていた。ちょうど背骨の部分でおろされている。

「すげぇ、薄緑！」

『女によ人にんたるもの、魚くらい捌さばけぬようではな！』

　さすが千年を生きたＤアーム。昔から脈々と受け継つがれた女性の心構えは現代になっても役に立ったようだ。

「やるな日本刀！　何人前くらい捌いてくれるんだ!?」

　楽しそうに笑いながら、トライデントの猛もう攻こうは止まらない。魚に混じって貝が飛んでくるのだが、それが地味に痛いのだ。

　しかも魚の量はどんどん増えていく。およそ一トンあまりの魚ぎよ介かい類が集まるだけでも充じゆう分ぶんな凶きよう器きだし、それを操るトライデントの能力はまったく衰おとろえない。おそらく彼が望めば、市場にいる全すべての魚を操れるのではないだろうか。
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　加えて、膝ひざまで上がった水に足を取られて歩く事も難しい。

　防戦一方だが、この状じよう況きようを打破する手立ては練司にない。

「コノォォォォォォッ！」

　その時、叫び声と共に何かが飛来した。

「ちぃっ！」

　それはトライデントの眉み間けんを正確に狙ねらっていたが、トライデントも何かを投げて迎げい撃げきする。空中でぶつかり合う、二つの武器。

　サバとアジだった。

「トライデント！　それ以上、市場の人に迷惑をかけたら許しまセンヨ！」

　気絶していたバルトロメオが、戦せん闘とう態勢を取っていた。

　彼の周囲にも水が渦を巻いて立ち上のぼっている。伝承者テイルキーパーはＤアームの特とく殊しゆ能力を共有するので、彼も水を操る事ができるのだ。

「はぁぁっ！」

　バルトロメオはトライデントに殴りかかる。

　その手に持っているのは、二尾びのブリ。二刀流のように構えて大きく振りかぶる。

「てめぇ！　おとなしく寝ねてろや！」

　対するトライデントも巨きよ大だいなメバチマグロを大たい剣けんのように担かつぎ上げ、バルトロメオのブリにぶつけた。鍔つば迫ぜり合あいをする二人の周囲に大量の水が渦を巻き、そして弾け飛んだ。

　さらに魚で殴り合うだけでなく、二人の周囲には死んだ魚が浮かび上がり、ミサイルのように飛んでは激突を繰くり返していた。

『むっ……なるほど』

　練司の手の中の薄緑が呟つぶやく。

「なんだよ薄緑」

『水を操るだけではなく、魚を水袋にして覆おおっているのじゃな。水の塊に鱗うろこや牙きばという武器を纏まとわせる事によって攻こう撃げき力を高めているのじゃ。非常に合理的と言えよう』

「冷静に分ぶん析せきしてんじゃねーよ！」

　とりあえずツッコミを入れる。

「このままだと魚が全ぜつ滅めつだぞ！　食い物を粗そ末まつにすんなっつーの！」

『じゃが、どうするのじゃ、練司!?』

「仕方ない……」

　あまり使いたくない手ではあったが。

「糸！」

「は、はいっ！」

　店の陰かげに隠かくれて見ていた糸が、背筋をピンと伸のばす。

「頼たのむ、アイツ倒してくれ！」

「わかりましたっ！」

　糸は元気よく頷うなずくと、天に向けて大声で叫んだ。

「クトネシリカ！」

　返答は早かった。

　風が巻き起こり、そして次の瞬間には、もうすでにそこにいた。飛来する魚を全て吹き飛ばし、トライデントの前に立ちふさがるのは──

「い、犬ぅ!?」

　四本の足で立つ、巨大な獣けもの。

　身体には強力な雷かみなりを帯びており、水すい滴てきが触れる度たびに熱で蒸発していた。

　この動物こそ、糸と契けい約やくしたＤアーム。

　雷らい神じんの化け身しんとも呼ばれる、アイヌ刀のクトネシリカである。

「おいおい何考えてんだ飼い主は！　市場に犬なんか連れてきちゃダメだろうが！　とっとと帰れワン公！」

「違うっ！　私は犬ではない！」

　クトネシリカの全身の毛並みが逆立つと、トライデントの頭上から雷が降ってきた。

「ぎゃあああああっ！」

「わああああああっ！」

「ノォオオオオオッ！」

　雷はトライデントを中心に周囲の魚まで巻き込み、そして接近して戦っているバルトロメオや水に腰こしまで浸つかっていた練司や薄緑まで感電させた。強力な電気によって小魚は消し炭になり、鮮せん魚ぎよ店の冷蔵庫がショートしていた。

「やりすぎだよ、クトネシリカ！」

　クトネシリカによる加護を受けた糸だけが、落雷を免まぬがれていた。

「しかし糸。私は犬ではなく狼おおかみであって」

「だからって練司さんやバルトロメオさん巻き込んだら意味ないでしょ！」

　頰ほおを膨ふくらませて巨大な身体を叩く糸。

「お、お前なぁ……」

　かろうじて意識が残っていた練司が、クトネシリカを睨にらむ。

「すまん練司。生きているか？」

「生きてるよチクショウ……！」

「だが見ろ、ヤツは気絶している。水も引いたぞ」

　クトネシリカの言う通り、トライデントは黒くろ焦こげになって倒れていた。気絶しているかと思えば、何やら罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしている。あの様子だとまだまだ元気なようだ。

「っ……と」

　糸の助けを借りて立ち上がる練司。クトネシリカの雷が起こした熱で、周囲の魚がいくつか焼かれて、イイ匂においがする。

　バルトロメオは無事だろうかと視線を巡めぐらせると、

「ノォォォォォォ！」

　誰だれよりも元気に飛び跳はねていた。

　ちょっと見ないうちに随ずい分ぶんと派手な格好になったと思ったら、頭からタコを被かぶっていた。

「デ、デビルフィッシュ！　ダメェェェ、これダメです！」

　必死になって頭のタコを引き剝はがそうとするバルトロメオ。

　まるで毒どく蛇へびに巻き付かれたかのように青ざめている。

「アイツ……タコ嫌きらいなのか」

「そうなんだよ、あのヘタレ！」

　いつの間にか隣となりにトライデントが立っていた。もはや売り物にもならない、焼け焦げたイカの足をかじっている。

「イタリアじゃタコは普ふ通つうに食べるんだぜ！　なのにアイツ、ヌルヌルが嫌いやだの足が気持ち悪いだの！　それでいてイカは平気ときやがる！　どういう神経してんだ！」

「……なぁ、念のため訊きくけど、もしかしてケンカ別れの原因って」

「おうよ！　海の仲間たちを差別する野や郎ろうなんざぁ、御ご免めんだね！」

　つまり、タコが嫌いだと言う理由でこの槍やりはケンカして日本にやってきたのか。

　そして弁慶機関員がわざわざ早朝から捜そう索さくに駆かり出され、挙げ句の果てには市場で暴走したというのだ。

「クトネシリカ。雷、もう一発頼めるか？」

「それは構わぬが、どっちに落とす？」

　泣きながらタコを被っているイタリア人と、それに罵声を浴びせる海神の槍。

「もちろん、両方じゃ！」

　練司が言うより先に、人間に戻もどった薄緑が高らかに宣言した。







　それから数日後。

　練司はもう一度、築地市場に来ていた。

　今度は築地市場より道路一つ隔へだてた場所にある、築地場外市場だ。業者向けの市場と違ちがい、こちらは一いつ般ぱん客でも普通に買い物ができる商店街である。日本人の感覚だと、商店街こそが市場なのだ。

「で、ここにいるの？」

　練司の隣を歩く課長。

　弁慶機関第三課を束ねる、飄ひよう々ひようとしたオッサンだ。しかしその腕うで前まえは第三課の誰も敵かなわないと言われている。

「もうすぐ見えると思うんですけど……あ、ほら、あそこ」

　練司が指さすのは、一軒けんの鮮魚店。

「へいらっしゃい！　今日はサバ！　サバおすすめだよ！」

「そこのシニョリータ！　オイシイ魚ですよー！　買ってクダサーイ！」

　軒のき先さきでバルトロメオとトライデントが声を張り上げていた。バルトロメオも帽ぼう子しにエプロン、長なが靴ぐつというスタイルに変わっている。

「おかわりじゃ！」

　その鮮魚店の軒先で、薄緑と糸が朝食を摂とっていた。イクラが山盛りの海鮮丼どんである。その味は彼女たちの幸せそうな顔を見れば想像がつく。

「……練司、彼らに何があったの？」

　考え込む課長に、

「市場で暴れた罰ばつとして、しばらく出入り禁止になったんです。だから場外市場で働いてるんですけど」

「ああ、場外ならいいんだ……って、そうじゃなくて、バルトロメオさんは？」

「バルトロメオさんのタコ嫌いを克こく服ふくするって話だったんですけど、気がついたらこうなってました」

「ちょっと克服しすぎなんじゃないのかい……？」

　タコを平気で摑つかんでいるバルトロメオと、そんな彼と親しげに話しているトライデント。こないだまでの険悪な雰ふん囲い気きがウソのようだ。

「とりあえず手続きはしておくよ。このままだとイタリアに帰りそうにないから、日本の弁慶機関で預かれるように」

「すみません、お願いします」

　別に練司が頭を下げる必要はないのだが、つい謝ってしまう。

「しかし楽しいね、築地は。昔の血が騒さわぐよ」

　優やさしく微笑ほほえむ課長。

「昔の血……？」

「いやぁ、僕ね、ここのブラックリストに載のってるんだ」

「何やったんですか、課長!?」

「あはははは……ちょっと値切りすぎちゃって」

　課長が契約している「陸む奥つの守かみ吉よし行ゆき」がここに来ていない理由がよく分かった。特に交こう渉しように長たけているＤアームが市場なんぞに来たら、地じ獄ごく絵図になる。というか、すでになったのだろう。

「ヘイラッシャイ！　安いよ安いよ！」

「ヤスイヨー！」

　そんな男の存在にも気づかず、イタリアからの来訪者二人は魚に囲まれながら幸せそうに叫ぶのだった。





おわり


















３　浅草の青龍偃月刀
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　嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえった。

　子供の頃ころ、何も知らずに「あさくさでら」と読んで、幼なじみに涙なみだが出るほど大だい爆ばく笑しようされたのだ。正確な読み方を知った今でも恥はずかしくなる。浅草にあるのだから「あさくさでら」でも良いではないか。

　暗い過去を振ふり切ると、若わか林ばやし練れん司じは顔を上げた。

　浅せん草そう寺じの正門にして代名詞でもある、巨きよ大だいな赤あか提ちよ灯うちんが見える。誰だれが見ても分かるほど大きなフォントで「雷かみなり門もん」と記されているそれは、威い圧あつ感よりも縁えん起ぎ物もの特有の安心感を与あたえてくれる。

「練司、アイスじゃ！　妾わらわはアイスが食べたいぞ！」

　その雷門に隣りん接せつしているお土産みやげ屋で、さっそくソフトクリームを食べようとしているのは、パートナーの薄うす緑みどり。

　元気で美しい少女の姿をしているが、その正体はＤアームと呼ばれる武器だ。練司は彼女のようなＤアームを取り扱あつかう、弁べん慶けい機関という秘密組織に所属している。

　ここ浅草寺を訪おとずれたのも、その弁慶機関の任務だった。

「アイスはまだだぞ、薄緑」

「むっ？　『ダメ』ではなく『まだ』なのか？」

「中に色々あるんだよ。食い物を売ってる店が」

「なんじゃと！　それを早う言わぬか！」

　目をキラキラ輝かがやかせ、薄緑は雷門の真下に立つ。

　彼女の脇わきをすり抜ぬけていくのは、老人や外国人──だけかと思いきや、若いカップルも多い。寺に参拝に来る若者は珍めずらしいはずだが、ここは観光スポットとしても有名だからか。そんなカップルに声をかける人力車の車夫の声がよく通る。

「ウフフ、楽しいお二人ですね」

　練司の背後でクスクス笑っている、チャイナドレスの女性。二十代くらいの凛り々りしい顔立ち。短い黒くろ髪かみに長い脚あしが、映画のアクションスターを思わせる。

　特にドレスのスリットから覗のぞいている美しい脚。そこに彫ほられた龍りゆうの刺いれ青ずみが、また妖よう艶えんな美しさを醸かもし出している。

「とりあえず一枚」

　小型デジタルカメラで赤提灯を撮とって、ニコリと笑った。

　Ｄアームの客人である彼女──〝青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう〟の願いで練司はここを訪れたのである。

　弁慶機関での会談を終えた彼女たちが、ぜひ浅草寺に行きたいと言うので、東京案内に長たけている（と世界的に噂うわさされている）練司に白羽の矢が立ったのだ。Ｄアームも伝承者テイルキーパーも中国では有名な使い手なので、失礼があってはならない。

「それほど珍しい寺でもないでしょう？」

　謙けん遜そんと本音を兼かねて、練司は尋たずねた。

「中国にはもっと大きな寺がたくさんあるって聞きますが」

「確かにそうです。ですが大陸のお寺は大きすぎて、まるでお城のよう。それに引き替かえ、こちらのお寺は町のように楽しく賑にぎやかだと伺うかがって、私も師父マスターも一度見てみたいと話していたのです」

「なるほど……」

　青龍偃月刀の表情は噓うそを言っているようには見えない。この雰ふん囲い気きを心から楽しんでいる様子だ。

「おーい、練司たち！　何をしておるのじゃ！　早う入るぞ！　妾はいろんなものが食べたくて仕方ないのじゃ！」

　雷門から大声を出す薄緑。

「やかましい！　珍しくお前より年上の寺なんだから、少しは敬え！」

「なにっ、本当かそれは……？」

　首を傾かしげる薄緑。平安末期に作られた彼女より年長の代しろ物ものは多くない。

　練司もさっきパンフレットで読んだ知識なので、詳くわしい事までは知らない。

「とすると、鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうより古いという事か？　そんなはずはあるまい」

「いや、本当だ」

　そんな薄緑の隣となりに立つ、大男。

　身長二メートル以上はあるだろう。その上、肩かた幅はばも広くて目つきが鋭するどい。さらに口元から腰こしまで届く長いヒゲに黒いスーツ。

　どう見てもカタギの人間には見えない。

　彼を見て、観光に来たおばあちゃんの集団が悲鳴を上げて逃にげていく。周囲の人間が分かりやすい態度で距きよ離りを開けていく。誰でも声をかける人力車の車夫ですら、彼と目を合わせようとしない。

「この浅草寺は飛鳥あすか時代に作られた。最初は漁で拾った仏像を祀まつるだけの小さな寺だったが、徳川幕府ができて以来、参拝客が集まるようになったらしい」

　大男による低い声の解説。

「ほう、詳しいのう！」

　そんな彼を唯ゆい一いつ怖こわがらない薄緑。大人と子供くらいの身長差だが、薄緑はまったく気にせず話しかける。

「さすがグァン殿どのは中国で一番の使い手じゃな！　頭もキレる！」

「いや、そんな……」

　照れるように俯うつむく青龍偃月刀の伝承者テイルキーパー、グァン。あの図ずう体たいで、意外とシャイらしい。

　彼が小さく笑うと、餌えさをつついていた鳩はとの集団が逃げ出した。







「前から思ってましたけど、師父マスター、あなたは怖いです！」

　雷門を抜け、仲なか見み世せ通りに入ったところで青龍偃月刀が指を突つきつけた。

「……そうかな？」

　対してグァンは申し訳なさそうに肩をすくめている。

「見てください、周りの人たちを！　みんな避さけているじゃないですか！」

「本堂に急いでいるのではないのか」

「違ちがいます！　師父マスターの顔が怖いのです！　それでも三十歳ですか!?」

「さん……!?」

　年ねん齢れいを聞いて、練司も薄緑もビックリした。

「どこからどう見てもマフィアの親分じゃないですか！」

　しかしグァンがとても紳しん士し的で優やさしい人物だというのは、言葉を交かわせばすぐに分かる。どちらかと言うと勝ち気で怖いのは青龍偃月刀の方だ。相あい性しようも関係も良好なのだろうが、見ているこっちとしては心臓に悪い。

「それを言ったらお前だって」

　グァンは冷静に青龍偃月刀の足あし下もとを指さす。

「その太ふと股ももの刺青。マフィアの女のようじゃないか」

「これは仕方ないでしょう！　私の分身ですっ！」

　ぼそぼそと反論するグァンの倍の声量で返す青龍偃月刀。

「その刺青にも意味があるのか？」

　薄緑が興味深そうに見ると、

「はい。これは私の力の源なんです」

　青龍偃月刀は照れながらも太股の龍を撫なでた。

　練司は青龍偃月刀の伝説を思い出す。

『三国志演義』で有名な、関かん羽うの愛刀。戦場で数あま多たの敵を葬ほうむった青龍偃月刀には、この世に生まれる際に不思議な出来事があったのだ。

　この刀を作るように命令された鍛か冶じ屋やの兄弟が何日もかけて鍛たん造ぞうしようとしたのだが、一向にうまくいかなかったのだそうな。何かが足りないらしいが、何が足りないのかも分からず、困り果てていたある日の事、雷らい鳴めいと共に訪れた龍が刀の中に入り込んだのだ。

　そうして生まれたのが、龍の彫り物がされた刀──青龍偃月刀である。

　つまりこの刺青の龍を取ってしまったら、ただの刀になってしまうのだ。

「それなら、あそこはどうかのう！」

　薄緑が見ているのは、仲見世通りにある一軒けんの店。

　仲見世通りとは参拝客に土産などを売っている、九十軒近くの小さな店が建ち並ぶ通りだ。なんでも日本最古の商店街とも言われているらしい。参拝客の土産がメインなので、とにかく目を惹ひく品物が多い。

　返事も聞かずに薄緑が入っていくのは、服屋だった。観光客向けのＴシャツや浴衣ゆかた、法はつ被ぴなどが並んでいる。東京なのになぜか新しん撰せん組の法被が置いてあるのはご愛あい敬きようだ。特に外国人が物珍しそうに品物を見ている。

「まぁ、素す晴ばらしいお店じゃないですか！　ここで何か買いましょう！」

　青龍偃月刀も乗り気で入っていく。

「あ、ちょっと！」

　練司が止める間もなかった。

「あの店で……グァンさんに？」

　想像してみるが、彼の威圧感が消える衣い装しようというのがどうしても思いつかない。しかし薄緑と青龍偃月刀は楽しそうにＴシャツを選んでいる。ここまできたら練司が何を言っても無む駄だだろう。

　かと思ったら、

「……ふむ、これが良い」

　なんとグァン自身がＴシャツを選んだ。外国人向けの４Ｌサイズの大きさで、胸に大きく「トーキョーダイスキ」と書かれてあった。

　義理で言っているのかと思ったが、大きなヒゲの向こうに隠かくれた顔が、心の底から嬉うれしそうに笑っているのを練司は見てしまったのだ。

　いそいそとレジへ行くグァンに対し、店のおばちゃんも「アンタそれ似合うよきっと！」などと真実味のないおべっかを使い、結局彼はＴシャツをその場で着る事にした。

　黒いスーツを脱ぬいでラフな格好になると、マフィアのような怖さは消えたが、怪あやしさは倍増する。

　しかしグァンはこのＴシャツのおかげで明るいオーラが出始めたのか、さっきより怖がって逃げる人が減った。それどころか彼を笑って見ている人まで出る始末。

「ほら、いいでしょう師父マスター？　今日はそれをずっと着ていてください」

「うむ、これは良いな」

　グァンも青龍偃月刀も満足しているようなので、練司はもう何も言わない事に決めた。青龍偃月刀がこっそり「ハラキリ」とプリントされたＴシャツを購入している所も見てしまったが、気にしない。

「練司、次はあそこじゃ！　まんじゅうを買うぞ！」

「お前、グァンさんと青龍偃月刀の案内に来てるって事を忘れるなよ」

　蒸せい籠ろうで蒸しているまんじゅうの匂においにつられて、薄緑が飛んでいく。仲見世通りで食べ物を買うと言ったので、練司も苦笑しながらついていった。

「アラお兄にいさん。ゴツいけど、いい男じゃないのー」

「ふふ、そうか？」

「そっちのお姉ねえさんとお似合いよ。中国からいらしたの？」

「ほう、よく分かったな」

　練司が薄緑を説教している間に、今度はグァンと青龍偃月刀がまんじゅう屋のおばちゃんに口説かれていた。

「お兄さんイケメンだからオマケしちゃうわよ！」

　おばちゃんは上機嫌でまんじゅうを袋に詰める。

　それを見た薄緑が、

「ずるいぞ！　妾にもおまけして欲しいのじゃ！」

「あらあらごめんなさいね。お嬢さんも可愛かわいいわね。それじゃ、新商品の抹茶味をちょっとあげちゃう」

「わぁ！　蒸したてじゃ！」

　熱々のまんじゅうを、心から嬉しそうに頰ほお張ばる薄緑。ワガママで自分勝手なＤアームだが、嬉うれしい時は感情を隠さないのが魅力的なのだ。

「……貴女は怖くないのか、私が」

　まんじゅうの袋を受け取りながら、グァンが尋ねる。

「怖くないわよ。ここ外国人がよく来るからね。中には顔とか身体に刺青とか入れてる人もいるんだからさ。それに比べたら、あなたなんて大きいだけだし」

　カラカラとよく笑うおばちゃん。

　刺青という言葉に反はん応のうしたのか、青龍偃月刀が自分の脚に触れる。

「そっちのお姉さんも綺き麗れいな脚しててイイわね～。真っ白でツルッツルで卵みたい。いいわね～、私ももう四十年若ければね～」

「……えっ？」

　おばちゃんの言葉に、全員が首を傾げる。

　その言い方だと、まるで青龍偃月刀に刺青がないような──

「あああっ！」

　青龍偃月刀の叫びに、全員がそちらを見る。

　美しい脚はあった。

　しかしそこに描かれている刺青が消えている。

「……そんな」

　青龍偃月刀も今気づいたようで、顔に手を当てていた。本人も気づかないうちに刺青が消失するという事があるのか。

　Ｄアームなら不思議な出来事が起きても驚かない。むしろ起きた出来事に対処するのが弁慶機関の仕事だ。

　では、刺青はどうなったのか。

「うわっ、何だ？」

　疑問の声をあげたのは練司たちではなく、近くの参拝客だった。

　声のした方を見ると、地面を何かが這はっていた。トカゲのようにするすると動くそれは、まさしく青龍偃月刀の刺青。

「なにこれ、虫かしら？」

「虫にしちゃ大きいな……あ、逃げた」

　目撃者の視線を追うと、地面の龍はカサカサと音を立てて逃げていったようだ。

「追うぞ練司！」

「ああ！」
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　こういう時は練司の出番だ。薄緑の特殊能力である「軽業」で素早く走り、人ひと混ごみをかき分けて龍を追う。人が少ないルートを選んだせいか、仲見世通りを五秒もかからず通り抜ける事ができた。

　仲見世通りの北にある宝蔵門を抜けると、正面に本堂が見えた。護摩を焚たく香りが心を落ち着けてくれる。

「あ、いた！」

　練司にわずかに遅れて到着した薄緑が、宝蔵門の柱を指さす。

　振り返ってみると、厚みのない平面上の龍が描かれているではないか。二次元の龍は虫のように動き回りながらも、練司を睨にらんでいる。

「おい、なんで逃にげるんだよ！」

　言葉が分かるかどうか不明だが、とりあえず叫んでみる。

「……つまんない」

「え？」

　子供のような甲かん高だかい声に、練司が戸と惑まどっていると、

「僕も遊びたい！　こんなお寺じゃなくて、もっと楽しい所！」

「なにぃ!?」

　龍が小さく光った。

　突とつ然ぜんの閃せん光こうに視界が奪うばわれる。

「あそこじゃ！」

　目を開けると、直線的な運動で宝蔵門を抜け出し、塀へいを乗り越こえて進んでゆく龍が見えた。身体に電撃を纏まとっており、目にも留まらぬ速さで移動している。

　見失いそうになったが、電撃のおかげで発光しているため、軌き道どうは目で追えた。宝蔵門から西、視線を上げれば誰だれでも見える五ご重じゆうの塔とうに昇のぼっている。

「あいつも雷かみなり系けいの能力か！」

　古来より神の力と呼ばれていた雷とＤアームの親和性は高い。どの国でも共通して雷は恐おそれられているため、その能力を体現する武器が多いのだ。

「ちぃっ！」

　練司は塀に飛び乗り、そのまま五重塔に飛び移った。雷ほど速くはないが、「軽業」の能力があればこのくらいの高さはどうってことない。

「待て、この野や郎ろう！」

「嫌いやだよ！　僕はもっと楽しい所に行くんだ！」

　五重塔のてっぺんから聞こえる龍の声。

「あっ、あそこに遊園地！　いいなぁ！」

　龍が見ているのは、おそらく「浅草花やしき」だろう。仲見世通りが日本最古の商店街だとしたら、こちらは日本最古の遊園地だとされている。別に塔に昇らなくても、ここから歩いて五分ほどでたどり着ける距離だ。

「……でも、あれ本当に遊園地なの？　周りに家とかフツーにあるけど」

「遊園地なんだよ。ジェットコースターが家の目の前を通り過ぎたりするんだぜ」

「何それ面おも白しろそう！」

「妾も行きたいぞ！」

　龍と一いつ緒しよに騒さわいでいる薄緑。

「行きたいなら、グァンさんや青龍偃月刀と一緒に行けばいいだろ！　お前だけ抜ぬけ出す必要ないだろ！」

「あるよ！　あの二人、趣しゆ味みが年寄りくさいんだもん！　お寺や神社ばっかり巡めぐって、遊園地とか連れて行ってくれないんだもん！」

「あー……」

　グァンはともかく、青龍偃月刀は若い姿をしているのに、わざわざ浅草寺を指名してくるのはおかしいと思っていたのだ。東京には若者向けの観光名所もたくさんある。

　非難するつもりはないが、龍の気持ちはよく分かる。

「だったら俺が頼たのんでやろうか？　花やしきなら近いし、きっとグァンさんたちも了りよう解かいしてくれるって」

　練司が説得を試みるが、

「嫌だ！　僕は自由になるんだ！」

「あっ、待て！」

　龍がまた発光すると、五重塔をスルスルと降りていく。電撃の速さで逃げられると、物理的には絶対に追いつけない。

「どうする練司！　このままだと追いつけぬぞ！」

　薄緑に小こ突づかれるが、反論材料がない。

　どうにかしてあの龍の動きを封ふうじたいのだが──

「練司、あれじゃ！」

　薄緑が下を見る。

　そこには仲見世通りの真ん中を走る巨きよ大だいな物体が見えた。

「ぬおおおおおおおおおぉぉっ！」

　左右に散らばる人の間を猛もう牛ぎゆうのようにまっすぐに駆かけ抜けるのは、一台の人力車。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、石いし畳だたみを削けずりつつ、宝蔵門へ向かってトラックのような勢いで突き進んでゆく。

　人力車を引いているのは、グァンだった。

　そして座席の上に立ち上がって腕うでを組んでいるのは青龍偃月刀。

「師父マスター、そのまま進んでください！　どこまでも追いますよ！」

「ぬおぉぉぉおおおおっ！」

　Ｔシャツの上からでも血管が浮うき出るほど筋肉を盛り上げ、グァンは全力で人力車を引く。まるで主従が逆になっているように見えるが、適材適所と言える。Ｄアームを文字通り引っ張っている、強い伝承者テイルキーパーの姿であった。

　そして龍と繫つながっているのか、青龍偃月刀は逃げたはずの龍の方向へ的確に指示を出している。グァンのパワーもすごいが、彼女の判断力も大したものだ。

「あなたたちも！」

　青龍偃月刀が呼ぶ。あの走っている人力車に乗れと言うのか。

「行くぞ練司！」

　薄緑の身体が淡あわく光る。元の姿である太た刀ちに変化すると、練司の腕に収まった。もはやここからは追いかけっこではなく、戦せん闘とう行こう為いになる。

「はっ！」

　練司は五重塔から跳ちよう躍やくする。人力車に目を奪われていたせいか、誰も練司に気づかなかった。そして塀に音もなく着地し、ちょうど宝蔵門を越えて直角に曲がった人力車の座席に飛び乗った。

「さすが練司さん。日本の伝承者テイルキーパーは若くても優ゆう秀しゆうですね」

「この人力車は!?」

「ちょっとお借りしましたの。この速さなら龍に追いつけると思って」

「そう……かもしれませんけど、よく貸してくれましたね」

「うむ。二万ドルほど包んだだけだ」

　サラリと答えたのはグァン。目的のためには手段を選ばないというか、迷わずそれを実行できるあたりに腕わん力りよく以外の力が窺うかがえる。

「お二方、寺を出ます！」

　青龍偃月刀の声に前方を見る。

　刺いれ青ずみの龍は地面に写った状態で寺から道路に出ていた。人通りの多い道路を泳ぐように進み、商店街に入る。

「うわぁっ！　なんだぁ!?」

　高い屋根に覆おおわれたアーケード街に人力車が進入した。誰も地面の龍に気づかず、大きな人力車に驚いている。

「しまった！」

　人力車が止まる。いくら強ごう引いんな走行でも商店街を全速力で駆け抜けるのは難しい。しかも下町の情じよう緒ちよがあるこの商店街、酒を飲んだオッチャンがフラフラと歩いている姿もちらほら見受けられ、とても危険だ。

『ゆくぞ練司！』

「ああ！」

　薄緑の号令で、練司は飛び出す。

　人力車の座席を蹴けり、高く跳躍した。商店の軒のき先さきに並んだアイスのケースを踏ふみ台にして、さらに跳とぶ。二階の窓を蹴り、地面をまっすぐ進んでいた龍の前方に着地する。

「うわっ！　もう追いついたの!?」

　龍も余よ裕ゆうを見せていたのか、商店街の土産みやげ物もの屋に並んでいたカラフルなペナントを眺ながめていた。

『観念せい！』

　突きつけた薄緑が怒ど鳴なるが、

「うるさいっ、この貧乳！」

『なんじゃとおっ！』

「わー、バカ！　ここで暴れるなっ！」

　激怒した薄緑が、勝手に練司の手を操あやつって斬きりかかろうとする。それを練司が止めている間に、龍はまた地面を進み、アーケードを出た。

　下町と言うより江戸時代のような町並みの商店が並ぶ花やしき通り。その向こう側が「花やしき」になっている。ここから入るには、二つのゲートのどちらかを通らなければならないのだが──

「へへーん！　ここまでおいで！」

　龍は定食屋の壁かべを昇り、そのまま奥にある花やしきの敷しき地ち内に入ってしまった。

『追え練司！　あの小こ僧ぞうに社会の厳しさを叩たたき込んでやれ！』

「へいへい」

　胸のサイズをバカにされた薄緑の恨うらみは恐ろしい。練司も「軽業」の能力で高くジャンプして屋根に飛び乗り、そこから花やしきへ侵しん入にゆうする。背後で誰かが「特とく撮さつの撮影？」と口にしていたが、そういう事にしてもらおう。

　が、練司が花やしきの敷地に入った直後、まさに特撮と呼べる代しろ物ものが現れた。

「うおおおおっ!?」

　空中を、人力車が飛んでいた。
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　いや、違ちがう。グァンが引いていた人力車が追いついたのだ。あの巨大な車輪を引いて屋根に昇り、それを越えてきたというのか。

「さぁ、追いつきましたよ！」

「うむ！」

　着地と同時に、人力車が大きく揺ゆれる。その座席で青龍偃月刀はずっと腕を組んだまま立っていた。

「きゃーっ！」

　周囲の子連れのお母さんたちが叫んで逃げ出すが、無理もない。見えにくい龍より、大男が引いている人力車が現れた事の方がインパクトは大きい。

「う、うわあっ！」

　驚いたのは龍も同じ。まさかここまで追ってくるとは思わなかったのだろう。地面に張り付いたまま怯おびえている。

「おい、もう逃げるな！」

　懇こん願がんするように練司が叫んだ。

「これ以上逃げられると、他の人に迷めい惑わくがかかる！」

　もうすでに大勢の人に迷惑をかけたが、建物は破は壊かいしていない。さらに話がこじれるようなら、花やしきが戦場になってしまう可能性がある。

「彼の言う通りです。外国で暴れるわけにはいかないの。今なら許してあげるから、私に戻もどりなさい」

「け、けど……僕」

　龍はまごまごしている。よほど青龍偃月刀が怖こわいのか。

「まだ、花やしきで遊んでない……」

「あなた、ここで遊びたいの？」

　青龍偃月刀が龍を見下ろして尋たずねる。龍は何も答えないが、言いたい事が伝わったのだろう。

「師父マスター、彼をここで遊ばせてやる事はできませんか？」

　青龍偃月刀はグァンをじっと見る。

　まるで弟のために姉が父親にお願い事をしているようだ。

「そうだなぁ」

　龍の気持ちも理解できるのか、グァンは少しだけ考える。

　練司はホッと胸を撫なで下ろす。きちんと話せば分かってくれるのだ。グァンも青龍偃月刀も社会的な立場もある大人なのだから、譲じよう歩ほの余地だってある。

「許してもいいが、しでかした事に対する詫わびがまだだな」

「そうですね。謝ってくれれば遊んでもいいでしょう」

　ほら、グァンも青龍偃月刀もこう言っている。

　良かった、これで解決だ。

　そう思ったのも束つかの間ま──

「嫌だっ！　僕は悪くない！」

「ええええええっ!?」

　なんでこの状じよう況きようで突っぱねるのだ。自分の立場を理解しているのか、この龍は。

　どこからそんな自信が出てくるのだ。

「ならば交こう渉しよう決けつ裂れつですね」

　腕組みをして、じっと龍を見下ろす青龍偃月刀。

「さあ、行きなさい練司さん！」

「俺!?」

　なんでこのＤアームはナチュラルに他人を使えるのか。

「仕方ないでしょう。私たちは龍がいないので力が半減しております。それにこの辺の地理にも詳くわしくありません」

　言われてみると、その通りなのだが。

「それに──秘策があります」

　などと言われたら、動かざるを得ない。

　どのみち練司は日本の平和を守る弁慶機関の伝承者テイルキーパーだ。日本国内での揉もめ事ごとを見て見ぬ振ふりはできない。捕つかまえてもう一度交渉してもらおう。

「行くぞ」

　薄緑を構え、龍の軌道を見る。

「へんっ！　捕まらないよ！」

　龍の身体が光る。

　電撃の速さで移動する龍。その速度には追いつけない。

　しかし練司も弁慶機関の使い手。剣けんには自信がある。

「そこだっ！」

　練司の剣は最初に龍がいた地点から大きく左にずれていた。花やしきの案内板に剣がザクリと刺ささり、ちょうどその真横に移動していた龍を掠かすめた。

「いっ!?」

　龍の動きを追うのではなく、移動先を予測する。

　先ほどから動きを見ていたが、あの龍は長距きよ離りをひとっ飛びで移動する事はできないらしい。短距離をジグザグに動いているのは、地面が電気を吸い取っているからだろう。

　空中でも放電できる雷系Ｄアームに比べて弱いのは、青龍偃月刀と分ぶん離りしているせいか。

「ひぃっ！」

　また龍が帯電して、逃げる。

『練司、下じゃ！』

「分かってる！」

　薄緑の読み通り、練司は真下に剣を突き刺した。龍の尻尾しつぽに切っ先が触ふれる。トカゲのような感かん触しよくがしたが、すぐに龍は逃げた。

「な、なんで分かるんだよっ!?」

　冷静になってみると、龍の動きは単調で分かりやすい。おそらく本気で逃げた経験がないのだろう。こちらをバカにしたような発言ばかりだが、本当は口調のように子供らしい龍なのかもしれない。

　しかし子供だろうと、電でん撃げきを纏まとって逃げる龍には容よう赦しやしない。

「はっ！」

　練司は龍の動きを予測し、次々に剣を刺す。ジグザグに見える龍の動きも見慣れてしまえば目で追うのは容易たやすい。もはやどこまでも追い詰つめられそうだ。

　などと油断していると──

「あっ、しまった！」

　練司の剣が地面を突き刺すが、それは龍の逃とう走そう先とは真逆だった。相手の行動を読んで攻こう撃げきしているため、読みが外れればこんなものだ。

「ハハッ、バーカ！」

　背後から聞こえる龍の笑い声。

　練司が振り返ると、地面を這はっている龍が乗り物に移っているところだった。

　そう──青龍偃月刀たちが乗ってきた人力車に。

「今です師父マスター！」

「はぁぁぁああああああっ！」

　龍が逃げ込んだ瞬しゆん間かん、人力車が浮いた。

　グァンが全力で持ち上げたのである。

　人間が引いて運べる代物だから軽いと思っていたが、彼の筋肉の盛り上がり具合を見るに、百、いや二百キロは超こえる重量なのではなかろうか。もしかしてＤアームなのはグァンの方ではないだろうかと疑ってしまう。

　そして二次元の龍は空中に浮いた物体からは逃げられない。もしも逃げようとするなら、人力車を持ち上げたグァンの身体からだを伝わらなければならないのだ。

「お、降ろしてよっ！」

「降ろさぬ。お前が駄だ々だをこね続ける限りな」

　冷静に、だが怒いかりの篭こもった低い声。

「さあ、もうおとなしく青龍偃月刀の身体に戻れ。これ以上周りに被ひ害がいを出すつもりなら、私にも考えがある」

「ど、どうするってんだよ！」

「さしあたっては密閉した箱の中に閉じ込めよう。平面に生きるお前にとっては辛つらかろう」

　外側ではなく内側に入れられたら、平面生物はどうしようもない。三次元の檻おりよりも厳しい環かん境きようである。

「やっ、やってみろよバカ野や郎ろう！」

「……ふむ？」

　なぜこの龍はここまで強気になれるのか。一発逆転の案でもあるというのか。

　龍の様子がおかしい事に、グァンも青龍偃月刀も気づいた様子。

　薄緑も刀から人間の姿に戻り、人力車を見上げた。

「のう、お主はどうしてそこまで強く出られるのじゃ？」

「ヘンッ！　ここは僕のパワーが上がるんだよ！」

「パワーが上がる？」

　全員が顔を見合わせる。

　はて、どこでそんな話になったのか。

「……なんだそれ？」

「だ、だってここ、雷のお寺なんでしょ!?」

「雷──ああ、そういう事か！」

　ようやく合点がいった。

　つまりこの龍、ここを雷のパワースポットか何かだと思っているのだ。

「……違うの？」

「残念ながら、違う」

　答えたのはグァン。

「でも、入り口に雷門って！」

「あれの正式名めい称しようは『風ふう雷らい神じん門もん』といって、風神と雷神を祀まつっているのだ」

　大きな提ちよう灯ちんを守るように左右に立っている像である。本当に雷の神様だけを祀っている寺なら、雷神しかいないはずだ。

「じゃあ、このお菓か子しも雷のパワーが得られるわけじゃ……」

　二次元の龍がどこからともなく取り出したのは、米の塊かたまりのようなお菓子。おそらく試食品をかっぱらって来たのだろう。

「それも『雷おこし』と名付けられてはいるが、雷とは雷門の事だ。その上、『おこす』とは家を建てたりするという意味でな、雷が起きるわけではないのだ」

　もはや哀あわれみすら感じられる口調のグァン。練司もいたたまれない気持ちになったが、薄緑と青龍偃月刀は逆に笑いをこらえているのが丸わかりだ。

「そんなあぁぁ……」

　泣きそうな声で、がっくりとうなだれる龍。もう抵てい抗こうする気力は残っていないようだ。

　グァンも青龍偃月刀もこんな哀れな龍を罰ばつするような真ま似ねはしないだろう。二人とも笑いを堪こらえられずにうずくまっているし。

「というわけなんで、許してやってくれませんか？」

「……ええ、許しますとも」

　まだ腹を押さえている青龍偃月刀。こんなマヌケな理由で暴れられたら、成敗する気も起きなくなるというものだ。

「ですが罰として、この雷おこしは処分します」

「あ、ずるいぞ。妾も食べるのじゃ」

「うわーん！　僕のお菓子！」

　いつ取り上げたのか、龍が持っていた雷おこしを分け合う女子二人。龍の泣き声も無視して一気に平らげる二人は、悪あく魔まのような笑えみを浮かべていた。







　中国からの客人を無事に本国へ送り届けてから、二週間後。

　練司の家に一通の手紙が届いた。

「お、写真が入ってる」

「どれ、見せてみよ」

　薄緑が練司の手から写真を奪うばう。手元に残った写真を見ると、やはり浅草を案内した時のものだった。哀れな龍の要望を渋しぶ々しぶ聞き入れ、花やしきで遊んでから、寺の周辺の土産物屋を散策したのだ。

「皆みな、楽しそうじゃな」

　微笑ほほえむ薄緑の横から、彼女が見ている写真を覗のぞく。

　そこではジェットコースターに乗って笑っている大男が写っていた。最近のカメラは高性能で、周囲の客が怖がっている表情まで見える。

「コレ、どう見ても本人たちが一番楽しんでるよな」

「青龍偃月刀殿どのも最終的には両手に土産を抱かかえておったのう」

　あの龍は青龍偃月刀の分身だというから、彼女の心の奥底にある願望が表面化しただけなのかもしれない。グァンに関しては、元々何でも楽しむ性格なのだろう。

「次に来た時のために、東京の遊園地やテーマパークも調べておくかな」

　写真を指で弾はじくと、練司は改めてお礼の言葉で埋うめ尽つくされた手紙を読み始めた。


おわり


















４　上野アメ横のデュランダル
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　若わか林ばやし練れん司じにとって、初めての怒いかりだった。

　Ｄアームという特とく殊しゆな武器は、人間に変身できる霊れい力りよくを持つ。その強さや特異性もあって、強きよう烈れつな個性を持つものが多い。外見も内面もブッ飛んだ連中が揃そろっている。

　それらＤアームを管理する弁べん慶けい機関に所属している練司にとって、奇き抜ばつな連中との付き合いは日常茶さ飯はん事じだった。実際、彼のパートナーだって毎日のようにこちらを困らせてきてはケンカをしている。

　が、ここまでＤアームに嫌けん悪お感を抱いだいたのは初めてだった。

　Ｄアームと契けい約やくした伝承者テイルキーパーが優やさしい淑しゆく女じよでなければ、仕事を放ほうり出して帰っているところだ。いつの間にか練司の担当になってしまった東京案内という仕事は、こういうストレスを生む事もあるのだと、ようやく悟さとった。

「はぁ……なんという混雑でしょう。私、満員電車というものに初めて乗りましたわ」

　その淑女の伝承者テイルキーパー、オリヴィアは上気した頰ほおに触ふれながら上野駅を出た。

　汗あせばんだ長い髪かみを手で梳すいて、膨ふくらんだスカートを少しだけつまんで見せる。その仕草を恥はずかしいと感じたのか、すぐに止やめて扇おうぎを取り出した。細くて小さな身体からだを、ドレスで包んでいる。装そう飾しよく品はピアスのみで、けして華か美びではない。それなのに笑え顔がおから気品が滲にじみ出ている。

「オリヴィア殿どの。あれでも満員にはほど遠いぞ。まだスキマがあったからな」

　彼女の隣となりを歩くのは、練司のＤアームである薄うす緑みどり。

　フランスからやってきたオリヴィアのような華はなやかさはないが、涼すずしげな笑顔は周りに安心感を与あたえてくれる。どちらも外見は人形のように美しい。

　問題は彼女たちの後ろを歩く練司の隣にいる女だ。

　この女が、いろいろなものをブチ壊こわしにしている。

「まったく、汚けがらわしい。姫ひめ様さまの希望とはいえ、このような平民の乗る列車に詰つめ込むなどと……！」

　ガシャガシャと鳴る、鎧よろいの音。

　道行く人々が振ふり返っては、呆あきれた顔で笑っている。

「練司殿。次からはハイヤーを用意していただきたい。あの列車は姫様には辛つらすぎます」

「どちらかと言えば、デュランダルの方が辛くないか？」

　ハスキーな声の女騎き士し、デュランダルはオリヴィア以上に汗をかいていた。首から下にフルプレートの鎧を着ているのだから、当然だ。しかし彼女は気き丈じように歩いている。普ふ通つう、騎士でも平時は鎧くらい脱ぬぐだろうに。

　オリヴィアと同じくらい、デュランダルの顔は美しい。しかし彼女の髪は短く、目に宿る光は強い。まるで男のように凛り々りしいが、それでいて爽さわやかさも感じられる。オリヴィアと並べば女優のように映はえるだろう。

「私は問題ありません。それよりも、次の問題はあれです」

　そのデュランダルが示すのは、上野駅から南に延びる道。

「本当にあんな平民の市場を通らねばならないのですか？」

「……だからそうだって、最初から言ったじゃねーか」

　上野駅から横断歩道を渡わたれば、アメ横の入り口に出る。

　アメヤ横丁と呼ばれているが、正式にはアメ横商店街連合会という。元は戦後の闇やみ市いちが発展したものだが、その名の通り、飴あめを売る店が多かったためにアメ横と呼ばれるようになった。現在は飴だけではなく、様々な店が建ち並ぶ有名商店街である。

　年末は大勢の人間が行き交かい、祭りのような騒さわぎになるが、平日の今はそれほどでもない。ただガラガラというわけではなく、よそ見をして歩けないほどには人がいた。年ねん齢れいや格好もさまざまで、老人もいれば若者もいるし、カップルもいればオタクもいる。外国人も多い。

　そんな雑多な空間は、練司の好みだった。規模は違ちがえど商店街は練司の実家の近くにあったし、そこで様々な商品を見て回るのは子供の頃ころから好きだった。薄緑も食べ物が多く売っている場所は大好きだったのだが──

「こんな品性の欠片かけらもない市場を、高貴な姫様に通れと？」

　先さき程ほどからブツクサ文句を垂れているこのＤアームが、果てしなくウザい。

　デュランダル──フランスの叙しよ事じ詩し「ローランの歌」の主人公、騎士ローランが使用していた剣けんだ。シャルル王に天使が授さずけたと言われ、その黄金の柄つかには聖遺物が入っているとされる。切れ味の鋭するどさでは右に並ぶものなし、とまで評されており、岩をも両断する優すぐれた剣である。

　紛まがう方かたなき伝説の騎士の剣だが、その高貴な魂たましいを他人に押しつけないで欲しいと思う。

　そもそもアメ横を横切ろうと言ったのは練司ではなく、デュランダルの伝承者テイルキーパーであるオリヴィアだ。日本の町を歩いてみたいと願う彼女のために、目的地まで車を使わず、わざわざ電車で行ったというのに。

「イヤならアンタ一人で帰れよ。タクシーでもなんでも使えばいいだろ」

　とうとう我が慢まんできなくなり、練司はデュランダルに反論する。

「私だってできればそうしたい。しかし目的地はこの通りを越こえた先にある上、約束の時間もあるのでしょう？」

　すでに午前十一時を回っており、約束の時間まで一時間ほどしかない。急ぐわけではないが、道案内もなくモタモタしていたら遅おくれてしまう。

「それに姫様は不満を感じていないようです。ならば私も文句を言うべきではない」

「言ってるじゃねーか、おもいっきり！」

　練司の怒りも軽く受け流し、デュランダルはアメ横に入っていく。

　すでに薄緑とオリヴィアは先に行っており、追いつかなければならないのだが、

「ん──なんですか、この匂においは」

　デュランダルが足を止めた。

　練司も鼻をひくつかせると、食欲をそそる匂いがした。これは魚ぎよ介かい類のダシか、あるいは燻くん製せいのような匂いだ。

「ああ、あれだよ」

　軒のき先さきに商品を並べている乾かん物ぶつ屋やだ。

　ここ、ＪＲの線路下の西側の通りは、通つう称しよう「魚屋横丁」という。その名の通り、魚屋や生せい鮮せん食品が多い道だ。

「おーい、練司！」

　その店の一つに、薄緑とオリヴィアがいた。

　何かを持っていると思ったら、カットフルーツ。皿に盛られたような上品なものではなく、串くしに刺さした大きなメロンだ。

「これはうまいぞ！　練司も食べるといい！」

　その店ではまるで焼き鳥のようにフルーツ串が何十本も並べられている。メロンだけでなく、パインやマンゴー、パパイヤなどもある。

　練司も子供の頃、アメ横でこれを食べた思い出があった。上野駅から近いので、まずアメ横に来たらこれを食べる客も多いのだ。

「ええ、本当に美お味いしいですわ」

　オリヴィアも串に刺さったメロンを嬉うれしそうに頰張っている。

「姫様！　そのようなはしたない真ま似ねを！」

　慌あわてて止めようとするデュランダル。

「おい待て。どこがはしたないんだよ」

「当然ではありませんか！　このような道ばたで買い食いなど！」

「良いではないか、デュランダル殿」

　薄緑も練司に味方して窘たしなめる。

「アメ横にはアメ横の流りゆう儀ぎがある。マナーとは本来、周りの客に迷めい惑わくをかけぬために存在するのじゃぞ？」

「確かに……そうです」

　薄緑の正論に、渋しぶ々しぶ納なつ得とくするデュランダル。

「それでは、どうぞ」

　そんなデュランダルに、オリヴィアがフルーツ串を差し出す。直方体に切られたパイナップルの串。これで百円だ。

「ひ、姫様が言うなら……くっ、仕方ない」

　何な故ぜか悔くやしそうにフルーツ串を受け取るデュランダル。

「高貴な騎士である私が、このような……果くだ物ものを、立ち食いなど……む、この値段でこの鮮度と味は……日本の果物も侮あなどれない……」

　ぶつくさ言いながらもフルーツ串を食べきるデュランダル。最後の一口まで食べきると、改めて店を見る。

「主人！　馳ち走そうになった！　騎士の誇ほこりにかけて、美味であったと証明する！」

「あ、ああ……どうも」

　目を丸くする果物屋の店主。きっと彼もデュランダルの格好に驚おどろいたに違いない。が、様々な人が行き交うアメ横だ。秋葉原へ向かうコスプレ好きな外国人とでも思っているのだろう。

「さあ皆みなさん、目的地へ向かいましょう」

「お待ちなさい、デュランダル」

　ハンカチで口を拭ふき、颯さつ爽そうと歩き出すデュランダルを止めるのは、オリヴィア。何かと思えば、果物店の近くの店で足を止めている。

「この店のチョコレートを見てからにしましょう」

「しかし姫様、このような雑多な駄だ菓が子しなど、姫様のお口には──むっ」

　デュランダルが手に取ったのは、英語で書かれたチョコレートの箱。練司には分からなかったが、どうやら高級なものらしい。

「こ、こんな代しろ物ものが五百円だと……？」

「ああ、お姉さん。それ買ってくれたら、もう一つオマケするよ！」

　菓子店の店員さんが気さくに話しかけてくる。

「馬ば鹿かな！　これはネット通つう販はんで買えば日本円で千円は下らないはずだ！　おのれ貴様、さては偽にせ物ものでこの私を謀はかるつもりだな！　騎士である私は、こんなものに騙だまされないぞ！」

「いやいや、本物だよ！　パッケージ見てみなって！　お姉さんキレーだから、二個買ってくれたら、オマケ三つにするからさ！」

「みっ、三つだとっ!?」

　デュランダルの頰が紅潮している。怒おこっているのか喜んでいるのかよく分からない表情になっていた。

「こ、このチョコが三つ……！」

　ごくりと唾つばを飲み込むデュランダル。

「い、いかん、私は騎士だ！　誉ほまれ高い騎士がこのようなチョコレートに惑まどわされてどうする！　おのれ、私を誘ゆう惑わくしてどうするつもりだ貴様！」

「おい落ち着け！　チョコくらいで動どう揺ようすんな！」

　手てつ甲こうで店員に摑つかみかかるデュランダルを、練司が慌あわてて止めた。

「おいオリヴィアさん！　なんとかしてくれ！」

「そうですね……」

　オリヴィアは別の高級菓子の箱を手に取り、値段を見比べる。そうしてデュランダルが持っていた箱を取ると、ニッコリ微笑ほほえんで店主にこう問いかけた。

「二個でオマケ三つと仰おつしやいましたが、四つではいくつ戴いただけますの？」

　そこからオリヴィアの交こう渉しようが始まった。

　終始笑顔を絶やさない彼女に店主は根負けし、最終的には半額で二倍のオマケをもらう事に成功したのだった。







　ただの通り道だったはずのアメ横で、かなり長く滞たい在ざいしてしまった。よせばいいのにオリヴィアは大量にチョコを買い込み、それに続いて薄緑まで買いに走る始末。おかげで練司の両手はビニール袋ぶくろでふさがってしまった。

「ところで私、お腹なかがすいてしまいました」

　一通り買い物を楽しんだオリヴィアが呟つぶやくと、練司は周囲を見る。

「オリヴィアさん、何か希望はありますか？」

「いいえ、特には──」

　アメ横には食材だけでなく、飲食店も数多く並んでいる。が、パッと見た限りではどこも混こんでいるようだ。

「こりゃ並ぶかもしれないな」

「なにっ？　姫様を待たせるとは、どういう了りよう見けんだ！」

　悲観的な予想を告げる練司に対して怒るデュランダル。

「おやめなさい、練司様のせいではありませんわ。それにどの店も並ぶと決まったわけではありません」

　気丈な言葉のオリヴィアに、デュランダルは渋々下がる。

　しかしどちらの言い分も分かる。練司だって待たずに食べたいし、探せばそういう店はいくらでもある。

「練司、あそこならすぐに食べられるぞ」

　まっすぐに薄緑が走っていき、練司の許可も取らずに入店する。

「おーい、こっちじゃ！」

　薄緑が入っていったのは、串揚あげの店だ。

　カウンターの向こうでは店員が様々な食材を串に刺して並べている。それが揚がる匂いを嗅かぎながら、赤ら顔の客が酒を酌くみ交わしていた。

　イスはない。

「まぁ、これが立ち飲みというものですか！　日本のバーはこうなっているのですね！」

　オリヴィアは手を叩たたいて喜ぶが、デュランダルの反応はいつも通りだ。

「姫様、こんな店はふさわしくありません！」

「こんな店って事はないだろ！　どこまで失礼なんだよアンタ！」

　とうとう練司がブチキレて怒ど鳴なる。

　来客に対してするべきではないが、ここまでコケにされたのは初めてだ。礼儀を強制するわけではないが、もともとアメ横を通る事になったのはそちらの都合のはずではないか。

「まぁまぁ、待て練司」

　が、練司の胸を優しく押し返す薄緑。

「どうもデュランダル殿は、アメ横が高貴ではないと思い込んでいるようじゃ。ならばここはアメ横の真の味を知ってもらうのが一番じゃ」

　ニヤリと笑い、薄緑は店員に手早く注文をする。練司は薄緑と立ち飲み屋に来た事はなかったが、彼女はどこに行っても態度を変えずに、誰だれにでも気さくに話しかける事ができる。

　そうして五分ほど待つと、薄緑が注文した串揚げがやってきた。

「ほれ、食えデュランダル殿！」

「騎士である私がそのような下品な食べ物など……！」

　アツアツの串揚げから顔をそむけるデュランダル。

「命令よ、デュランダル。食べなさい」

「くっ……」

　オリヴィアの言葉に逆らえず、デュランダルは渋々その手に串を持った。三人の期待のまなざしを受けつつ、デュランダルは肉厚の唇くちびるを開く。すぐに口に入れようとするのを思い止とどまり、吐と息いきをかけて少しだけ冷ました。

「こんな……食べ物など……！」

　嫌いや々いやながら口に入れた串揚げ。

　その目が見開かれるのを、練司は見み逃のがさなかった。頰に手を当てて顔を赤らめるデュランダル。

「こ、これは……なんという……肉自体もけして安物ではないが、何より揚げ具合が絶ぜつ妙みようだ。具材に全すべて火が通っているのに、脂あぶらっこくないとは……」

「そ、そんなに美味しいのですか？」

　まだ食べていないオリヴィアの口から涎よだれが垂れそうになる。さっそく彼女も串を取ると、嬉しそうに食べ始めた。

「おい、練司……」

　薄緑が肘ひじで小こ突づいてくる。

　彼女が何を言いたいのか、だいたい分かった。
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　このデュランダルというＤアーム──

「むっ……この数は」

　串を一つ食べ終えたデュランダルは、皿に残っている串揚げの数を数え始める。最初、皿に五本載のっており、人数で割ると一本余る。つまり誰か一人が二本食べられるのだが……。

「姫様、どうぞもう一本」

　デュランダルがそう言った時、練司と薄緑はあからさまにガッカリした表情を見せる。なんだかもったいない気がするのだ。

「かまいませんよデュランダル。あなたはここまでの道中、よく働いてくれました。エネルギーを補給する意味でも、私のダイエットを手伝う意味でも、あなたがお食べなさい」

「は、はっ……そういうことでしたら」

　強制されて仕方なく、という体ていでデュランダルがもう一本の串を取る。眉まゆ根ねを寄せ、不満そうな顔をしている。きっと彼女は「なぜ高貴な騎士である自分が二本も串を食べなければならないのか」と思っているだろう。

「なぁ、デュランダル」

　手にした串を眺ながめている彼女に話しかける練司。

「串揚げってのは、関東での呼び方でな。関西じゃ串カツって呼ばれてるんだ。元を正せばトンカツってのは、フランス料理だったそうじゃないか」

「はい、確かにそうです。フランス料理のコートレットが日本に伝わったものと聞きます」

「そうだ。アンタの国のフランス料理は、世界三大料理とも呼ばれるほど素す晴ばらしい。とっても『高級感』があるよな」

「こ、高級感、ですか？」

「ああ。『気品』に満みち溢あふれているフランス料理を元にして作った、この串揚げ。きっとこれも『貴族』が喜んで食べるんだろうな」

「気品……貴族……」

　練司と薄緑は、ニヤニヤしながら彼女の変化を見守っていた。目を丸くしながら、持っている串揚げをまじまじと見るデュランダル。

「あ、余るのでしたら仕方ないですね……」

　などと言い訳をしながら串揚げを食べるデュランダル。また頰に手を当て、目をキラキラさせている。ゆっくりその味を嚙かみしめ、食べ終えた後も明るいオーラが立ち上っているようだ。

「ああ、デュランダル。これも食べてみたらどうだ？」

　と、練司は新たに注文した皿を出す。

「むっ……これはサシミですか？」

「そうだ」

　鰹かつおと鯛たいのお造りだ。

「どちらも伊い豆ずで今け朝さ獲とれたものを築つき地じで買ったんだと。そこのボードに書いてある」

　練司が店の壁かべにあるボードを示すと、デュランダルは刺さし身みとボードを交こう互ごに見て考える。

「新鮮な食べ物は、日本では非常に貴重だ。日本ではこういう物は『高貴な人間』が食べると相場が決まっているんだがなぁ」

「な、なんだと!?」

　練司の予想通り、彼女はあるキーワードに異常に反応する。

「ほら、アンタも知ってるだろう？　料りよう亭ていで身分の高い人間が食べるのは、刺身や串揚げなどの和食だ。この店はそんな高級料理を出してくれる、格調の高い店なんだぜ」

「そ、そうか……そうだったのか」

　鎧よろい姿すがたで割り箸ばしを取り、刺身を食べるデュランダル。

「くっ……！　おいしいっ……！」

　なぜか悔しそうな表情で、しかしその後で朗ほがらかな顔になる。おそらく本人は非常に面おも白しろい見せ物になっている事に気づいていない。

「フフフ、練司様もデュランダルの扱あつかいが分かってきましたわね」

　練司と薄緑の間に入って、小声で囁ささやくオリヴィア。

「彼女はとても正直者なのです。そこが分かっていれば、とてもカワイイのですよ」

「うむ、まるで妾わらわのようじゃな」

「オイどさくさに紛まぎれてテキトーな事言ってんじゃねーぞ」

　残った串揚げを練司の分まで食べている薄緑の頭を小突く。そんな三人のやりとりも気にならないのか、デュランダルはメニューを凝ぎよう視ししている。Ｄアームは人間ではないので、いくらでも食べられるのだ。

　となれば、次の行動は決まったも同然だ。

「デュランダル。他ほかにもいい店を知っているんだが」

「なんですと？」

「オリヴィアさんにふさわしい、高級な代物がたくさんあるんだ」

「どこですか、それは！」

　身を乗り出して尋たずねるデュランダルの目は、確かに正直者特有のまっすぐな輝かがやきをたたえていた。







「騙したな練司殿！　こんなものが高級なわけがなかろう！」

「いやいや、よく見てみろよ。行列ができてるだろ？　あれだけの人間が求める食べ物だぜ？　高級感ってのはレアリティも含ふくまれるだろ？」

「むっ……確かに」

「はいそこの鎧のお姉さん、いくつ欲ほしいの？」

　問答をしている間に順番が来たので、屋台のおじさんが威い勢せいのいい声をかける。

「え、ええと……」

「じゃあ五つお願いします」

　戸と惑まどうデュランダルに代わって練司が答え、程ほどなくして五つの商品が渡わたされた。それは紙皿に載った円えん盤ばん状の食べ物。お好み焼きによく似ているが、手のひらに載るサイズ。ソースとマヨネーズがたっぷりかかっている。

「これがアメ横焼きだ。文句は食べてからにしろ」

　紙皿を差し出すと、デュランダルは無言で受け取る。

「くっ……騎き士しである私が、このような場所でパンのような……なんだこれは。ホットケーキによく似ているが、ソースが……むっ、これは…………おいしい」

　ホクホク顔のデュランダルを見て、満足そうにうなずく練司。

　しかし攻こう撃げきはこれで終わりではない。

「デュランダル殿どの！　これも食べるといい！　日本の菓子じゃ！」

　薄緑が箱に入った焼き饅まん頭じゆうを持ってきた。

「これは……マンジュウですか。むっ、アメ横焼きで塩分を吸収した後に、この甘さは……なんというハーモニー！」

　キラキラと目を輝かせるデュランダルに、薄緑も楽しそうに笑う。

「こんなものもありますわよ！」

　さらにオリヴィアも加勢してくれる。

「なんと今週に限ってアメの摑つかみ取りをやっておりましたの！　それからケバブに小シヨウ籠ロン包ポウ、からあげ、あとカニですわ！」

「カニ!?」

　最後に持ってきた、縛しばられた毛ガニには練司と薄緑もビックリした。なんでも一匹ぴき五百円のセールをやっていたという。これを今ここで食べさせる気なのだろうか。

　結論から言うと、デュランダルは全すべて食べた。

「くっ……この私が、道ばたで……！　でもおいしいっ……！」

　悔しそうに、だけど嬉うれしそうに食べる鎧姿の女が珍めずらしいのだろう。次々に見物人が集まり、何事かと騒さわいでいる。

　そうしているうちに、親切な人が手に何かを持って現れる。初老のおじさんだ。

「ほら鎧の姉ちゃん、食べ過ぎは毒だよ。これ飲みな」

「か、かたじけない……！」

　おじさんにもらった紙コップを一気に飲み干ほすデュランダル。

「こ、これはお酒じゃないですか！　まるで水のように爽さわやかな、それでいてしっかりと酒の味が感じられるなんて……！　いかん、騎士たるもの、酒に惑わされては！」

「そうだろそうだろ！　ウチの店で売ってるんだ！」

「姉ちゃん、ウチのたこ焼きも食べてみてくれよ！」

「も、もうそういうのは……むっ！　先ほど食べたアメ横焼きとは違ちがい、ショウガの辛からさが程よく食欲をかき立てる！　こんなもので私を籠ろう絡らくするつもりか！」

「騎士さん、こっちはどうだ！」

「この私がこんな小さな黒い虫のようなものを食べると思うか！　違うのですか？　これは……ヒジキと言うのですか？　ふむ……なっ、こ、この味は！　こんなに小さいのに口の中にいっぱい広がって……！」

　店の人がどんどんデュランダルに群がっていく。大食いチャレンジでもないのに、次々に食べ物を持ってきてはデュランダルの反応を楽しんでいるようだ。彼女はそれに反発しつつも、最終的には頰ほおを赤らめて喜びの感情をいっぱいに振ふりまいていた。

「ここまで食べ物を与あたえたくなる女は、薄緑以来だな」

「どういう意味じゃ、練司」

　少しむくれる薄緑だが、練司は真実を言ったまでだ。

「別にけなしてるわけじゃねーよ。うまいものをうまそうに食べられるヤツって、好かれるんだぜ？」

「何を意味不明な事を言っておるのじゃ。うまいものをうまそうに食べるのは当然じゃろう」

　本人に自覚はないようだが、薄緑と一いつ緒しよに食事をすると、こちらの食欲も増すのだ。彼女は姿勢も行ぎよう儀ぎもよく、かついい笑え顔がおで食べるのでこちらも嬉しくなる。そんな薄緑に似た何かを、デュランダルにも感じるのだ。

　慌てながら食べ続けているデュランダルを、微笑ましい気持ちで眺めている練司。

「ん？」

　ふと、思い出す。

　そういえば、何をしにアメ横に来たのだったか──







「すいませんでした！」

　上野駅と御お徒かち町まち駅の中間にあるビルの中で、まず練司は土下座せんばかりの勢いで謝罪した。

　約束の時間に二時間も遅ち刻こくしたのだから、当然だ。

「申し訳ない……」

　デュランダルも片かた膝ひざをついて謝罪する。遅刻の原因はほとんど彼女にあるので、練司以上に反省していた。

　しかし先方が事情を尋ねるので、素直に話したら爆ばく笑しようされた。

「なるほど、それは仕方ないね！　あそこは不思議な魅み力りよくがあるんだよ！　売ってるものはおじさんおばさん向けだけど、不思議と若い人も集まるんだよねー」

　腹を抱かかえて笑っているのは、メガネをかけた作業着のおじさん。町工場の主人という風体だし、実際に器用な職人なのだが、練司たちは彼に頭が上がらない。

　彼の副業は弁慶機関の下した請うけ。Ｄアームの職人なのだ。

「本日は私のために時間を割さいてくださったのに、この体たらく……！　もう私は騎士の資格などない！　この場で叩たたき折って欲しい！」

「いいえ、私たちにも責任はあります」

　泣きそうなデュランダルを慰なぐさめるオリヴィア。

　主人はそれでも笑顔を崩くずさないまま、

「いいよいいよ。それより早さつ速そく始めちゃうから、支し度たくしてくるね。それまでそこのお菓か子しでも食べててよ」

　テーブルの上のお盆を一いち瞥べつし、道具を取りにいった。

「うう……」

　がっくり肩かたを落とすデュランダル。

　今日は彼女の柄つかの細工を直してもらうために来日したのだ。デュランダルの柄は黄金でできており、そこに聖遺物が入っている。が、経年劣れつ化かと戦いによる損傷でほんの少しだけ細工が欠けてしまったのだ。

　フランスの鍛か冶じ屋やでも直せなかったＤアームだが、日本の職人なら直せるという噂うわさを聞いて、飛んできたのだ。あの主人も日本刀以外の細工を修理できるのは嬉しいと言っていたが、普ふ段だんあまりなじみのない細工でも直せるものなのか。

「悔くやんでも仕方あるまい」

　前向きな薄緑が、盆の上のお菓子を手にする。和菓子だ。砂糖で作られた花のような形の菓子だが──

「ほれ、食べて元気を出せ」

「……かたじけない」

　デュランダルは菓子を受け取り、口に放ほうり込んだ。

「薄うす味あじですね」

「そうじゃな。アメ横で濃こい味のものばかり食べたせいか」

　などと言いつつも、薄緑とデュランダルは盆から和菓子を取って食べ始める。文句を言いつつも、その数は次し第だいに減っていった。

「美お味いしそうですわね。私もひとついただきましょう」

「おいおい、お前ら食べ過ぎ──ん？」

　練司が和菓子を手に取ると、異変に気づいた。

「オリヴィアさん、待って！」

「はい？」

「これニセモノです！　食品サンプルですよ！」

　もの凄すごく精せい巧こうに作られているが、材質は蠟ろうだ。手に持てばツルツルした質感ですぐに分かる。

「ん？　この菓子がどうしたと言うのじゃ？」

「ようやく味が分かってきた気がするのですが」

　それをＤアームの二人は首をかしげつつもバクバク食べていた。不死身の武器なのだから、腹など壊こわしはしないだろうが、どうして気づかないのか。

　そして食べ物の事になると、このＤアームたちはよく似た反応をする。オリヴィアがいつも笑っている理由が、少し分かった気がした。

「あれっ！　お菓子食べちゃったの!?」

　道具を取って戻もどってきた主人が驚おどろいていた。

「遅刻の罰ばつとして仕し掛かけたイタズラだったのに……」

　彼の本業は食品サンプルを作る職人なのだ。先祖代々Ｄアームの職人だったのだが、彼はそれだけでは腕うでが落ちると、趣しゆ味みで始めた食品サンプル作りが功を奏したらしい。ここから東へ少し歩いた場所にある、かっぱ橋職人通りに店を構えるくらいだ。

　主人のＤアーム職人としての腕は、その繊せん細さいな技術が保証している。このくらいできなければ、わざわざフランスから修理を依い頼らいされる事もないだろう。

「これも後で買いに行きましょう」

　難を逃のがれたオリヴィアは、食品サンプルの精巧さにウットリしていた。







「や、やめろ！　そ、そんな所に、ああっ！　ダメッ！　くっ……騎士の、私に、こんな真ま似ねをして……あああっ！　こんな屈くつ辱じよくを……！　いっそ殺せ！　私の名めい誉よのために！　ひゃああああっ！　やめ、ああっ！」

「あの……ちょっと静かにしてくれないかな」

「し、しかし、この感かん触しよくは初めてで、あああああっ！」

　悶もだえ苦しむデュランダルの姿を、練司たちは遠巻きに眺めていた。屈辱的な格好と言っても、騎士の姿から剣に戻っただけで、その柄の細工を直しているだけなのだ。

　職人芸というのは、芸と呼ばれるだけあって見せ物にできるほど素す晴ばらしい技術だ。主人は伝承者テイルキーパーではないが、Ｄアームの細工に関する腕は世界に誇ほこれる。その手が持つドリルやら特とく殊しゆな薬品が、デュランダルの柄をミリ単位で修復してゆく。

「そ、そこぉっ！　そこが壊れてて、あ、あああっ！　何かが流れ込んでくるぅっ！」

　艶なまめかしい声を上げるデュランダルだが、その声から苦しみは感じられない。むしろ気持ちよさそうだ。

「どうした練司、顔が赤いぞ」

「なっ、バ、バカ言うな薄緑！　これは修理だろ！」

「いかにも修理じゃ。しかし……なんとかならんか、あの声」

　よく見れば薄緑の方が顔を赤くしているではないか。

「ひぃぃぃっ、ら、らめぇっ！　そんな所、ああっ！　くぁ、わ、私は、騎士として、いやぁぁぁっ！　た、助けて姫ひめ様さまぁぁぁっ！」

　Ｄアームにも痛みや快感はあるだろうが、この反応は面白い。助けを求められたオリヴィアは口元に手を当てて笑いをこらえている。

　そんなデュランダルの喘あえぎ声を聞いていると、やがて修理は終わった。もっと時間がかかるかと思っていたのだが、たった二時間で済んだ。これは主人の腕というより、デュランダルの破損が軽けい微びだったせいだろう。人間で言えばかすり傷のようなものだ。

「ありがとうございます、ご主人！　なんだか失っていたものが戻った気がします！」

　そう言って直立不動の体勢を取るデュランダルは、美しい顔を冑かぶとですっぽりと覆おおっていた。これが本来の姿だったのだろう。

「ありがとうございます。料金につきましては後日、請せい求きゆう書しよを送ってくださいまし」

　スカートの端はしをつまんで、優ゆう雅がに一礼するオリヴィア。

「とはいえ……時間に遅おくれた上、ここまで美しい仕事をしてくれた職人に対して、それではあまりにも礼を失しております。何か個人的にお礼ができれば良いのですけど」

「姫様、まさに私も同じ事を思っておりました。ご主人には何か贈おくり物がしたい」

「いえいえ、こちらこそ良い細工を見せてもらって、とても満足しているんだよ」

　謙けん遜そんする主人に、何度もお礼を言うオリヴィアとデュランダル。

　するとデュランダルは練司たちを見て、こちらにも頭を下げる。

「礼と言えば、お二方もだ。非常に良い職人を紹しよう介かいしていただき、かたじけない。その上、楽しい場所を案内してもらった」

「アンタ最初は嫌いやがってたじゃないか」

　苦く笑しようする練司。

「い、いえ、その、実際に歩いてみると、悪くなかったと言うか──」

　冑越ごしでもデュランダルが照れているのが分かる。

　付き合い方が分かれば、本当に正直で分かりやすい娘むすめだ。

「ああ、それじゃこうしよう」

　何か思いついたのか、主人が手を叩たたく。

「今夜はみんなで食事をしよう。昼のアメ横もいいけど、夜はまた違った雰ふん囲い気きが味わえるんだ」

「まぁ、案内してくださるのですか!?」

「かわいいお嬢じようさんと食事を一緒にする。これ以上の報ほう酬しゆうはないよ」

「それは良いな！　よし、さっそく出発じゃ！」

　渋しぶい笑みの主人に、全員が賛同する。

　すっかり暗くなった窓の外に、高こう架かの街灯が灯ともる。太陽は隠かくれても、町の明かりや人のざわめきはいつまでも消えていない。







　二軒けん、飲み屋をハシゴした。

　未成年である練司は酒は飲めないものの、店の料理をたらふく食べた。最初の店では魚料理を、そしてもう一軒けんでは肉料理。どちらも美味しくて腹がパンパンに膨ふくれあがっていた。

「練司殿、もう食べられないのですか？」

　座ざ敷しきの畳たたみに倒たおれた練司を、デュランダルがのぞき込む。食事の時は冑は外すようだ。

「あぁ……俺はＤアームじゃないから、限界があるんだよ」

「では、あそこのトマト煮に込こみは頂いてもよろしいのですね？」

「あー、もう全部もってけ」

　食費は弁慶機関もちだと思えば、何でも許してしまう。腹を押さえて座っている練司の隣となりの卓たくでは、薄緑とオリヴィアと主人が酒を酌くみ交かわしている。

　最初はギスギスした関係だったのに、気がつけばどんちゃん騒さわぎだった。またしても薄緑とデュランダルの食べっぷりに惚ほれ込んだ店主や客が、次々に料理を持ってくるのだ。それで練司もダウンしてしまった。

「練司殿」

　またデュランダルがやってくる。

「今日は素晴らしい案内をありがとうございました」

　彼女の口から、信じがたい言葉が。

「酔よってるのか、デュランダル」

「いいえ。練司殿の案内のおかげで、いくつも新しい発見をする事ができました。それに私の細工も直りましたし、いくら感謝してもし足りないです。それからこの町を侮ぶ辱じよくした非礼をお詫わびしたい」

　膝をついて頭を下げるデュランダルに、練司は苦笑する。そんな事、今いま更さらだろうに。

「そして迷めい惑わくついでに、練司殿にお願いが」

「ん？」

「また日本に来た時には、別の商店街を紹介していただきたい。私も姫様も、日本のショッピングが楽しくなってしまいました」

「おう、いいぜ」

　ならば次はどこを案内すべきか。銀座、いや葛かつ飾しか──

　それとも練司が育った町の商店街を紹介しようか。

「おーい練司！　次はどの店にするのじゃ？」

「まだ行くのかよ！」

　薄緑に怒ど鳴なりつつ、結局練司は朝まで付き合うハメになったのだった。
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